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トーガニ〈恋歌〉の分類
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はじめに

杼』情歌謡の表現する内容と構造を《自らをとりまく環境との関係のなかで、

杼｣情主体の心に生じる、個々の状態》とおおまかに規定しておくことにする。

〈杼情主体〉とは作者のことではなく、作中で「私」として指示される人物の

ことである（たとえば杼』情主体は、恋する男や女、家族の死を嘆く妻や夫、旅

人、家郷に残る妻、老いを嘆く人、老いて意気盛んな人、しみじみと過去を回

想する人、若さを躯歌する人、客に酒や歌舞を勧める主、祝宴に招かれて祝辞

を述べる客、酒宴で末長い交友を誓う人、任務地を離れていく役人、島に残さ

れる旅妻など、さまざまに性格づけ＝役柄化されていて、この項目自体が、杼

情歌謡の重要な分析対象である)。杼情主体をとりまく環境にはどのようなも

のがあるか、その構成要素を列挙する必要があるが、恋歌で杼‘盾主体が関係す

る主要な環境はく相手〉とく状況〉であろう。相手との関係のなかで、杼情主

体の心に生じる感'清＝恋心が、恋歌の構造上の中心軸となる。そしてもう一つ

の軸は、杼情主体をとりまく状況である。杼情主体は、作中の設定された状況

のなかに存在し、この状況のなかで、あるいはこの状況にたいして、なんらか

の心を表現している（恋歌では杼｣盾主体のおかれた状況を直接的に描き出すこ

とは少ないが、杼』債主体の心の動きや状態から推測できることが多い)。相手

や状況との関係のなかで、杼↓瘡主体に生じる心は、個別具体的には、①一目見

たばかりの彼女が忘れられない、②私の愛を受け入れてください、③あなたの

愛を受け入れます、④私はあなたを諦める、⑤結ばれたばかりのあなたへの愛

が深まっていく、⑥もっと深く私を愛してください、⑦二人の心は死ぬまで変

わらない、⑧あなたは私を愛していないのではないか、⑨私を捨てないでくだ
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さい、⑩あなたと離れているのが辛い、⑪彼女に会うために人目を避けて通っ

ていく、⑫彼の訪れを待っている、⑬やっとあなたに会えて嬉しい、⑭あなた

と別れていくのが辛い、⑮私のことは諦めてください、⑯あの方は心変わりし

てしまった、などの形で表現されている。個々の作品に表現されたこれらの心

は相互に差別的であるが、これらを共通する特徴に基づいてまとめあげる必要

がある。

多様に展開されている、恋歌の心を分類するために、最初の基準として、杼

,盾主体と相手とのく恋愛関係の成否〉の観点を設定してみた。二人の間に恋愛

関係が成立しているのか、まだ成立していないのか、成立後に破綻したのかと

いうことは、関係のありかたのもっとも大きな差異であるし、それは心のあり

かたの大きな差異をも示すであろう。恋愛関係の成否の観点からすると、トー

ガニの恋歌は、１関係の未成立の歌、２関係の成立の歌、３関係の破綻の歌、

の三つのグループに大きく分類することができる。それぞれのグループの間で

は心に大きな差異がある。また、それぞれの内部においても心の差異があるの

で、分類をさらに進める必要がある。この大状況のなかにはさらに小さな状況

があって、そのなかで杼’情主体は異なる心を持つものとして表現される。しか

し、このことを状況が杼情主体の心を一方的に規定すると考えるべきではない

だろう。なぜなら、同じような状況であっても異なる心を持つこともあるので、

状況だけではなく、そこには性格も絡んでいるのであろう（たとえばく一時的

な離別〉の状況のなかで、相手のもとへ通いたがる心、相手の訪れを待つ心、

面影を浮かべて辛く思う心など、同じ状況のもとでも異なる性格があらわれて

いる)。杼`情主体の`性格（＝個々の心から判断される性格）と小状況の相関の

ありかたにしたがって、心の動きや状態はさらに区分される。１〈関係の未成

立〉のグループは、(1)関係する相手が存在しないく相手不在〉の歌と、(2)関係

の成立を願望しながらも相手に伝えず自分の胸中におさめているく思慕〉の歌

と、(3)関係を成立させるために相手にはたらきかけるく求愛〉の歌と、(4)関係

が成立する以前に破綻したく失恋〉の歌と、(5)求愛を受け入れるく受諾〉の歌

がある。２〈関係の成立〉のグループは、(1)相愛の歌、(2)一時的な離別の歌、

(3)愛の葛藤の歌に区分される。さらに(1)相愛の歌は①愛の始まりの歌、②愛の
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告知の歌、③愛の確認の歌、④讃美の歌、⑤秘密の歌、⑥愛の不変の歌に、（２）

一時的な離別の歌は①恋人と離れている局面の歌、②恋人のもとに通う局面の

歌、③恋人を待つ局面の歌、④恋人と会う局面の歌、⑤互いが離れていく局面

の歌など、より小さな局面に分割された心によって区分される。(3)愛の葛藤の

歌は①評判、②対立（主張と反論)、③眠い罪はあなたが被れ、などの歌に区

分される。

トーガニ〈恋歌〉の分類は次のようになる。

１．関係の未成立

(1)相手不在

(2)思慕

(3)求愛

(4)失恋

(5)受諾

２．関係の成立

(1)相愛（①愛の始まり②愛の告知③愛の確認④讃美⑤秘密⑥愛の不変）

(2)一時的な離別（①離れている②通う③待つ④会う⑤離れていく）

(3)愛の葛藤（①評判②対立③眠い罪はあなたが被れ）

３．関係の破綻

(1)未練（愛を断ち切れない）

(2)未練（今でも自分の恋人だと思っている）

(3)未練（成す術がない）

(4)素知らぬ顔をするな

第一章関係の未成立

杼情主体と相手との間に恋愛関係がまだ成立していない状況のときに、杼情

主体の心に生じる感情の動きや状態には(1)相手不在、(2)思慕、(3)求愛、(4)失恋、

(5)受諾がある。(1)相手不在は、恋する対象がいない段階であり、(2)思慕はまだ

恋心を相手にうち明けていない段階であり、(3)求愛は相手の心を獲得するため
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のはたらきかけであり、(4)失恋は相手の心を獲得できなかった結果のあらわれ

であり、(5)受諾は相手の求愛を受け入れるものである。

第一節相手不在

恋愛関係が未成立の段階にあるときの、心を表現する第一のタイプは、相手

不在の歌である。琉歌では、恋する相手のいないことを嘆く心を表現する事例

が多いが、トーガニでは、思慕する相手を手に入れるまでは恋の思いは止まな

いのだと、恋に対する強い意欲を表現した歌があるだけである。恋する相手を

手に入れるまでは恋への意欲は休まることがないというのが、この歌群の主題

であるが、恋する相手が眼前に存在するような設定になっていない。一例だけ、

恋する相手に呼び掛ける形を取っているが、そのばあいは「求愛」の歌になる。

それ以外は「相手不在」の歌として分類することにした。

１恋の意欲

恋の意欲を表現する歌には、杼情主体の設定は男女いずれのばあいもある。

すべて、男（女）というものは、相手の異性を手に入れるまでは、恋しい感情

が止むことはない、という恋する人間の特`性を表現した類歌である。干瀬に打

ちつける波または浜辺に打ち寄せる砂と恋する感情を対比する構造の歌である。

前半に自然現象を後半に人間の心を配置した、自然対人事の対比構造である。

前半の自然の構成要素には①干瀬の波、②海の砂、③花などがあり、後半の人

事には①恋する異性を手に入れない限り止むことのない心（＝恋心)い②思い

を実現するまで貫く心（恋心／人生の理想）などがある。最後の事例は「思う

肝（思う心)」という言葉の意味を恋心の意か、人生の理想の意か、解釈が微

妙に分かれるところである。

(1)干瀬の波＝男心

干瀬に打ちつける波は、そこで砕け散って終わるのではなく、浜辺に打ち寄

せて終わるのである。これが自然の法則であるが、これと同じように、男であ

る私は恋する女を抱いて心が静まるのである。干瀬の波が浜辺に到達するのが
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当然であるように、恋する男は相手の女を抱くことではじめて心が静まるもの

である。男の、恋に対する意欲を表明した歌である。

［資料１］

干瀬んな折浪であむど干瀬に打ち砕かれる波でさえ

浜やうちやばんまものやうい浜を打ち止もうものを

ばんのびきりややわが男は

おもゆるヴならよ思う女を

だけどやばむやうい 抱いてこそ止むよ

（『南島歌謡大成Ⅲ宮古篇』「宮古島の歌」たうがね62）

［訳］干瀬で折れ砕ける波でさえ浜辺を打って止むものだ。男の私も愛する乙

女を抱いて気が静まるのだ。

［資料２］

比瀬んなぶりういんがまちや_んどよ

浜や打ちやだな止ばみちや無あ－んよ

我ん男りや－ま－ん恩ゆそ女を抱かだな

止ばみや無やん－よ

（『西原民謡集』４３）

［訳］干瀬で折れ砕ける波でさえ浜辺を打たずに止むことはない。男の私も愛

しく思う乙女を抱かずに気が静まるということはないよ。

[資料３］

比瀬んな折（ぶ）りうい浪ぢあんどよ

浜や打ちやだ止ばみちや無（に）やんよ

我ん若者（にせや）まん

思ゆそ女（ぶなり）を抱かだな

止ばみちや無やんよ－

（『西原民謡集』１６）

[訳］干瀬で折れ砕ける波でさえ浜辺を打たずに止むことはない。若者の私も
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愛しく思う乙女を抱かずに気が静まるということはないよ。

次の事例は、干瀬の波対男心という構造は同じであるが、思う女を抱く主体

が複数化されている。恋する相手を手に入れようと秘かに決意するというので

はなく、男性集団の中で、男の特性を確認し合っているふうである。なお『城

辺町史』の注に「沖立つ波でさえも、目ざす浜辺にその身を打ちあげてからそ

の動きを止めるという。さて、私たちも、見染めた娘をぜひ息子の嫁に迎えて、

親としての心配事を止めることにしよう。キーワードは「止める｣｡」「ダキドウ

｢抱いて｣。ここでは、嫁に迎えること｡」とあり、恋の当事者の歌でないとい

う解釈をしているが、類歌などから考えても、杼情主体は恋の当事者、抱くは

抱擁の意に解釈するのが妥当であろう。

［資料４］

サーヨーイーサーヨーイー

ぴしんなぶりマーン干瀬のところで折れる

なムがまじゃムどうよ－波でさえも

ばまやうちどう 浜を打って

やばんさむいよ_い－ 止むという

ばんたまいマーン私たちも

うむゆるぶなりやや見染めた乙女を

だきどうやばまでいよ－抱いて（迎えて）止むつもりだ

（『城辺町史』３８）

［訳］干瀬で折れ砕ける波でさえ浜辺を打って止むものである。私達も愛し

く思う乙女を抱いて気が静まるのだ。

[資料５］

瀬（びし）んなぶりふ一

波（なん）がまどんまよ

浜や打ちゃだなやまんなむぬよ

どゆたまいあはらぎ姉がまう

瀬に打寄せる

波は

浜にきっと打ち上げる

わたくしも（吾われも）美しい娘を
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抱きだなやまいん抱かずに諦めてなるものか

（『伊良部村史』５０）

［訳］干瀬で折れ砕ける波でさえ浜辺を打たずには止まないものである。自分

達も美しい乙女を抱かずには気が静まらないのだ。

干瀬の波に対して女心を託す事例がある。「思う女」を「思う男」に入れ替

えれば、杼'情主体が女性の歌になる。

［資料６］

ぴしんなぶりマーン干瀬のところで折れる

なムがまどうムまよ－波でさえも

ばまやうちどうよ－浜を打って

やばムまむいよ－ヨーイ止むという

ばんたゆまいマーン 私たちも

うむゆるびきりや 見染めた若者を

とうりどうやばまでいよ－婿にとって止むつもりだ

（『城辺町史』３７）

［訳］干瀬で折れ砕ける波でさえ浜辺を打って止むものである。私達も愛しく

思う男を手に入れて気が静まるのである。

(2)海の砂＝男心

前半の構成要素を干瀬の波から白砂に取り替えると、あらたな類歌となる。

北の海の白砂は波が打ち返してから静まる、という性質を恋の意欲と対比する

構造である。

［資料７］

にしのいむのしなむなごまいよ北の海の白砂は

かいすばうちやばんものやうい 打ち返し打てば止むものよ

ばんのびきりやまい わたしの男も

おもゆるヴなりをだけやばむさよ思う女を抱き止むよ

（『南島歌謡大成Ⅲ宮古篇』「宮古島の歌」たうがね61）
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［訳］北の海の白砂も波が打ち返してから静まるものである。私は男として愛

する女を抱いて気が静まるのである。

(3)思う肝＝恋心

干瀬の波に対比する心を「思いを通す」と表現するばあいがある。類歌から

推測すると「思い」は恋心の意かと考えられるが、「人生の理想」のような意

味がないかどうか、それも否定しがたい。『城辺町史』の注に「沖立つ波でさ

えも、目ざす浜辺にその身を打ちあげてからその動きを止めるという。さて、

私も、いつかはきっと長年の夢をかなえて、幸せになるつもりだ。予祝歌｡」

とある。この説明は、この歌を「恋歌」とは解釈していないことを示している。

［資料８］

ぴしんなぶりマーンニュ 干瀬のところで折れる

なムがまじゃんイラユマーンニョー波でさえも

ばまやうちどう 浜を打って

やばムまむいよ－い－ 止むという

ばムまいイラマーン 私たちも

うむゆるキむや胸中の思いは

とう－しどういかでいよ－通していくつもりだ

（『城辺町史』３９）

［訳］干瀬で折れ砕ける波でさえ浜辺を打って止むものである。私も愛しく思

う心を貫き通していこう。

[資料９］

サーヨーイ

ぴしんユぶりゆ一ゆ

ま－んなんがまじゃ－んどうヨ

やちぃんユぶり

なんがまじゃ－んどう

ヨーイ

サーヨーイ

干瀬に折れている（砕けている）

ほんとうに小波でさえも

ヤチ（海中に突きでた岩）に折れる

小波でさえも

ヨーイ
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しろ}ままやうちゆま－ん白浜を打ちほんとうに

しばなやうてぃどう 白花になってぞ（になるまでは）

やばんなむぬヨーイやむことがないヨーイ

ばんたまいゆま－んわたしたちもほんとうに

うむゆいいちぃむゆば思っている肝（気持ち）を

とう－しどう 〔相手に〕通して（伝えるまでは）

やばまでぃヨーやまないでいよう

（『日本民謡大観』14）

［訳］干瀬で折れ砕ける波でさえ、海中に突き出た岩で折れ砕ける波でさえ、

白浜を打って白い花になって止むものである。私達も愛する心を貫き通して気

が静まるのだ。

(4)花が咲く＝思いを通す

庭に生えている花が時期を待って咲くということと、自分たちの思いを通す

という心が対比されることがある。『城辺町史』は「庭の花木でさえも、「時季」

を待って花が咲くという。私たちも、日頃の思いは、いつかきっと実現したい

ものだ。恋歌、または予祝歌｡」と述べている。恋歌とも人生の理想を歌った

ものとも解釈できるという立場のようである。

［資料10］

サーヨーイーサーヨーイー

にわんにゆういうる庭に生えている

ばながまじゃ－ムみよ－ 花木でさえも

ズぶんなまち－どう 時季を待って

ばなやさキてぃムみよ_い 花が咲くという

どう_た－まいマーン私たちも

うむゆるきムや胸中の思いは

とう－しどうやばまでいよ_通して止みたいものだ

（『城辺町史』３３）

［訳］庭に生えている花でさえ時期を待って花が咲くという。自分達も胸の思
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いを貫き通して静まりたいものだ。

第二節思慕

恋愛関係が未成立の段階にあるときの、心を表現する第二のタイプは、思慕＝

片思いである。思慕の歌は、相手にたいするはたらきかけ（告白）をさしひか

えて、自分の内面を内省する形で心を表現する。

思慕の歌は①話してみたい、②姿を一目見たい、③夜になると思いが倍にな

る、④いっしょになりたい、⑤手に入れたい、⑥独占したい、などという心を

表現する。

１話してみたい

『城辺町史』によると「マダダウナダラ」は実在の地名で、「砂川集落の北

西寄りの平地一帯だという｣。そこには卜ウーズムガギナの草が一面に生えて

いる。その草に木綿花を咲かせて、綿花を共に摘みながら、恋しい彼女と会話

をしてみたいものだ、という心を表現している。恋心の初期段階である。

［資料11］

まだだうなだらぬマダダウナダラの

とう－ズムカゴギなんによ－ トゥーズムカギナ（草名）に

むみんばながまい木綿の花を

さかさゆ咲かそうよ

マーンイヨーイ－まことに

うイむイがツなんその花を摘みながら

うむ_ゆイぶなりやがまとう思っている女性と

ばなしやみゆ－ば－よ－話がしてみたいものだ

（『城辺町史』114）

［訳］マダダウ平地のトゥーズムカギナ草に木綿の花を咲かせたいものだ。あ

あ、それを摘みながら愛しく思う彼女と話してみたいものだ。
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２姿を一目見たい

恋しい人の家に設けられた水甕に小石を投げ落として、その音を聞きつけた

娘が表に出てくる姿を一目でも見たいという心である。娘の姿を一目見るだけ

で満足しているのであるから、二人は関係の成立した仲での出会いの合図を示

す小石の音でもなさそうである。あくまでも娘をおびき出し一目姿を見ればそ

れですむ関係である。これも恋心の初期段階である。

［資料12］

ばがやらばいしなごじんがまよ－んみがまもぎやが

みずがみんかいおてるよおりがならがまつきい

んみがまもぎゃがいでいこ－ばぴとみ－みいでよ

（『伊良部郷土誌』２８）

［訳］私が投げたら、小石よ、ンミガマモギヤ娘の水甕に落ちろ。それの鳴る

音を聞いてンミガマモギャが出てきたら、一目見たいものだ。

３思いが倍になる

日没後に時間状況を設定して、六月の日照りの暑さと彼女への恋しさとを対

比する。日照りの暑さと恋心とは「日没→忘れる／日没→思いが倍加する」と

対照的な構造となっている。

［資料13］

るくがツびゃ-りぬ六月の日照りの

あツさがまうばよ－暑さは

てぃだやすいどう 陽が沈むと

わスリやす－がよ－い_ 忘れてしまうが

ぶなりやがくとうゆば－乙女のことは

てぃだやすいどう 日が沈むと

ぱいしやくんなうむ－よ－その思いが倍加する

（『城辺町史』９９）

［訳］六月の日照りの暑さは太陽が沈むと忘れられるが、乙女のことは太陽が

沈むと思いは倍になる。
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４いっしょになりたい

「好きな男性との結婚を乞いねがう乙女の歌」（『城辺町史』）であるが、生

活を共にすることを「着物を下げる物干し竿が－つになる」と表現する。

［資料14］

いツぬかぎあしゆまんいつの良き

ピかズんからがよ－日から

いツぬゆちゅらいつのめでたい

ピかズんからが 日から

マーンニョーイーまことに

キんさぎざうがまい着物を吊す物干し竿が

すでぃさぎざうがまい袖を吊す物干し竿が

ピてぃツならでいがよ－一本になるだろうか

（『城辺町史」９３）

［訳］何時の良い日から、何時のめでたい日から、ああ、着物を下げる物干し

竿が、袖を下げる物干し竿が、－つになれるだろうか。

「いっしょになりたい」という心を「北極星」との対比で表現する事例があ

る。北極星は、夏も冬もその位置を変えることがないことから、不変という属

性がある。また一つ星であるから、－つという属`性もある。次の事例の、彼女

の心は「変化しない心」と表現されているが、これをどう解釈すればよいか。

｢相変わらず自分を愛してくれない彼女」なのか「ずっと変わらず愛してくれ

る彼女」なのか。前者であれば「彼女が振り向いてくれるのをひたすら待ち続

ける思慕の歌」ということになり、後者であれば「二人は相愛関係だが周囲に

障害があって、いっしょになれない」ことを嘆く歌と解釈される。

[資料15］

夏冬変らぬねのぱの星小（ぽすがま）よ

朝夕変らぬぶなりやが心小よ

何時（いつ）がみんがぶなりやと僕（ばん）とや
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共（ぴてつ）んならでがよ

（『伊良部村郷土史』３）

［訳］夏冬変わらない北極星よ、朝夕変わらない彼女の心よ、何時になったら

彼女と私はいっしょになれるのだろうか。

「いっしょになりたい」という心を「青天・白雲」を用いて表現する事例が

ある。遠隔地を表現するのに「青天の下・白雲の下」を用いて、その遠い、広

大な場所まで出かけてあなたを待っている、そしていっしょになりたいと願っ

ている、という心を表現する。思慕の強さを表現する。

［資料16］

青天（あうていん）がまい下（すた）がみまい青空の下までも

白雲がまい下がみまい 白雲の遠い果てまでも

待ちやぎど行かてど待って行こう

一緒（すとみ）とならてど一緒になろうと

くがりや居ら）い 焦がれているのだ

（『伊良部村史』３５）

［訳］青空の下までも、白雲の下までも、待ち受けに行こう、いっしょになろ

うと、焦がれている。

［資料17］

青天がまの下がみまいョ 青空近いところまで行っても

白雲がまの下がみまいョ 白雲近いところまで行っても

待ちやきど行か （お前となら）時期を待って、

一身とならてど一体となろうと

くがりや居る｡ョ 待ち焦がれているよ

（『宮古民謡選集』２）

［訳］青空の下までも、白雲の下までも、待ち受けに行こう、いっしょになろ

うと、焦がれている。

－１３－



［資料18］

あうていんがまぬゆ青天の

スたがみまいよ－下まで

すスふうむがまい 白雲の

スたがみまいよ－い－ 下まで

ま－ツきどういかでいよ_連れそっていくよ

ピとうみどうならでいてぃどう一つ身になろうと

しがりやうりや－よ－苦悶しているんだもの

（『城辺町史』５７）

［訳］青空の下までも、白雲の下までも、待ち受けに行こう、いっしょになろ

うと、焦がれている。

［資料19］

あうでいんがまいシたがみまい 青天の下までも

しらくむがまいシたがみまい 白雲の下までも

まっちゃぎどういかていどう一緒にいようといって

すとうみどぅならていどう 共になろうといって

くがりやうイ思い焦がれている

（『南島歌謡大成Ⅲ宮古篇』「トーガニ21｣）

［訳］青空の下までも、白雲の下までも、待ち受けに行こう、いっしょになろ

うと、焦がれている。

５手に入れたい

次の事例は類音のつながりで構成されている。戌と縁はイン、子と根は二、

寅は取るに通じるが、類音を含む取るの語はここでは用いられておらず、意味

的に「抱く」という語につながっている。内容は愛する乙女を抱きたいという

ものであるが、語呂合わせ的な要素からすると、あるいは笑いの歌であろうか。

［資料20］

いんぬいいがまんないんなちいきヨー戌の日には縁が付き
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にぬいいがゆ－んなに－やふましヨー子の日の夜には根を踏ませ

とうらぬいいがまんな寅の日には

うむゆすぶなりやがまふじぃゆ思っている女の真首を

てい－すりだかヨー手を添えて抱こう

（『日本民謡大観」１１）

［訳］戌の日には縁が付き、根の日の夜には根を踏ませ、寅の日には思う乙女

の真首を手を添えて抱こう。

次の事例も愛する乙女を抱きたい、というものであるが、前半との関連性が

はっきりしない。

［資料21］

サーヨーイーサーヨーイー

びきだツにしえいや独り身の若者は

ゆまたぬばんてぃムど－四辻の番人だそうだ

み－だツぶなりやや独り身の娘は

うらざぬばんてぃムど－よ－い－ 裏座の番人だそうだ

しコツがゆあしま－んいつになったら

うむ－ゆるぶなりやゆ意中の娘を

だきやみゆ－でいがよ_抱けるだろうか

（『城辺町史』８６）

［訳］独身の若者は四辻の番人だという、独身の乙女は裏座の番人だという。

何時になったら愛する乙女を抱けるだろうか。

次の事例は「もしも、私が好きな娘をめとることができたら、一生懸命働い

て、たとえば水田の稲や開墾地の粟が豊かに実るように、豊かで幸せな家庭を

築いてみせるよ｡」（『城辺町史』）と、愛する乙女を手に入れることができた

ばあいの、将来の夢を語っている。「あらき」とは「新開け（新たに開墾した

畑地)」の意。土地の活力があるので、豊作が期待できる。

－１５－



［資料22］

サーヨーイーサーヨーイー

うむゆイぶなりやが 見染めた娘を

とうらりちからよ－手中にできたら

ぬずみゆイぶなりやが 好きな娘を

だかいちからよ－い_ 抱くことができたら

みズたぬまイだき水田の稲が実るように

あらきぬあわだき開墾地の粟が実るように

でいきどうみしでいよ－でかしてみせるよ

（『城辺町史」８９）

［訳］愛する乙女が手に入れられたら、望んでいる乙女が抱けるなら、水田

の稲が実るように、開墾した畑の粟が実るように、でかしてみせるよ。

６独占したい

次の事例は競争関係にある他人を想定して、相手の女性を独占したいという

強い意欲を表現している。

［資料23］

ばがいきふんぶシぬわたしが行って踏みたい

あにがまがや－ぬじゃオよ－姉さんく恋人〉の家の門よ

とぅんかりいきふんぶシぬ振り返って行って踏みたいものだ

きぬシたみチがまよ－木の下の道よ

ピとうんなふまさだ他人には踏まさないで

ばんたうか－しわたしひとりだけ

ぶんだりみしでいよ_通いたいものだ

（『南島歌謡大成Ⅲ宮古篇』「トーガニ22｣）

［訳］私が行ってみたい姉さんの家の門よ、振り返って行ってみたい木の下の

小道よ・他人には踏ませないで、私一人で通ってみせよう。
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第三節求愛

恋愛関係が未成立の段階にあるときの、心を表現する第三のタイプは、求愛

である。求愛の心は、思慕の段階よりも一歩進んで、相手に自分の心を表明し

告白する段階である。

求愛の歌は①あなたを見たい、②あなたに惚れている、③讃美、④会うたび

にあなたへの愛が増す、⑤あなたを忘れられない、⑥岩もあなたの船に見える、

⑦受け入れてほしい、⑧あなたを愛する心は不変、⑨あ,なたと相性が合う、⑩

あなたを抱きたい、⑪結ばれる運命、⑫願掛け、⑬長期に渡る愛、⑭難題もこ

なす、⑮強奪、⑯男の特性（干瀬の波)、⑰あなたの子供がほしい、などとい

う心を表現する。

１あなたを見たい

隣近所の家であれば、毎日会うことができるが、「見つめて暮らしたい」「見

惚れて暮らしたい」という願望を表現した歌が次の事例である。そして、眼前

の相手に「あなた」とはたらきかけることのできる設定であるから、求愛の意

志表示でもあるだろう。

［資料24］

ウゲぁがや_とうやあなたの家と

とうなイしゅ一らま－隣であったらなあ

かなしやいよ－カナシャよ

かなしゃがや_とう カナシャの家と

さとうやしゆ_らま_よ-い－同じ里であったらなあ

み－んかいちゃなばやよ－見つめて暮らし私は

みどうりやいちゃな見惚れて暮らし

みぬふうすイす－ま－よ－目の薬にしたいねえ

（『城辺町史』108）

［訳］あなたの家と隣であったらいいね、愛しい人よ。愛しい人の家と同じ里

であったらいいね。私は、あなたを見つめて、見惚れて、目の薬にしたいよ。
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あなたを見るために門前で夜を明かした、という告白も、自分の愛の深さを

強調していて、求愛の歌となる。

［資料25］

っヴあうみ－ぬふしやがまんどうヨーあなたを見欲しさに（見たさに）

うむゆすぶなりやう思っている女を

み＿ぬふしやがまじゃ－んどうヨー見欲しさ（見たさに）

っヴあがや－ぬヨかぎじゃうがまんなあなたの家の美しい門で

ゆ－やあかひやうちぃヨー 夜を明かしたのだ

（『日本民謡大観』８）

［訳］あなたを見たさに、愛する乙女を見たさに、あなたの家の美しい門前で

夜を明かしてしまったよ。

２あなたに惚れている

惚れた相手にはなんらかの敬意を持ち、仰ぐような態度を示すものであるが、

その`惚れた度合いの著しさを「目釘の折れた鎌が上を向くように」と比嶮的に

表現する事例がある。目釘とは、ここでは鎌の刃を柄に固定する釘のことであ

り、それが折れてしまって刃が上を見上げるさまをいう。ひたすら仰ぐのみと

いう印象を与える。

［資料26］

ウう゛あんにゆぶりていやあなたに惚れたのは

ただぬゆぶりや－あらんによ－ただの`惚れ心ではないよ

かなしやんぶりていやカナシャに惚れたのは

しよ－しよ－ぬぶりや_ 少々の`惚れ心では

あらんによ－い_ ないよ

まらぶりイあらぬ目釘の折れた鎌の刃が

あばなキにゃ－んどう 上向くように

あばなキぶりうイよ－上向いて見惚れているのだよ

（『城辺町史』７４）

［訳］あなたへの`惚れ方はただの`惚れ方ではない、愛しい人への!惚れ方は少々
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の!惚れ方ではない。目釘の折れた鎌の刃が上を向いているように、上を向いて

見惚れているよ。

３讃美

相手の容姿を讃美する形で求愛する歌がある｡長い髪を垂らした後ろ姿、前

から眺めた顔の美しさ、それらが私を落とし入れる乙女よ、このような讃美の

言葉で求愛しているのである｡

［資料27］

ちびからみりば

ながうさでぃぶなりやがまよ

まいからみりば

み一まゆちゆらよヨーイ

ばんたらすぃマーン

びきりやたらさ

ぶなりやがまゆマーンヨ

（『上野村の歌謡』４）

［訳］後ろから見ると長い髪の乙女よ、前から見ると顔の美しい人よ、私を惚

れさせる、男を惚れさせる、乙女よ。

[資料28］

てぃびからみ－や尻く後〉から見れば

ながだいあにがま長垂れく髪の美しい〉姉さん

まいからみ－や前から見ると

っシみや＿ぬあにがま染めやのく一目惚れにする〉姉さん

ばぬふらシぬわたしを惚れさせる

にしゃやふらシぬ青年を`惚れさせる

っシーみばなあにがま白い顔の姉さん

（『南島歌謡大成Ⅲ宮古篇』「トーガニ33｣）

[訳］後ろから見ると髪が長く垂れた姉さんよ、前から見ると一目惚れさせる
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姉さんよ、私を惚れさせる、青年を惚れさせる、白い顔の姉さんよ。

次の事例は男性を讃美する歌で、杼情主体は女性である。男性の美を表現す

る手段として、外見を桜の花に心を梅の花に比嚇している。

［資料29］

っうあみりばマーン

さくらいはなだきょ

きぃむゆみりば

むみぬはなゆマーンヨヨーイ

ばんたらすぃマーン

ぶなりやたらさ

びきりやがまゆマーンヨ

（『上野村の歌謡』５）

［訳］あなたを見ると桜の花のよう、心を見ると梅の花である。私を惚れさせ

る、乙女を惚れさせる、殿方であるよ。

４会うたびにあなたへの愛が増す

「見るたびにさらに見たくなる、会うたびに思いが増すよ、私は」という形

の告白は求愛を示している。とくに「ばやよ（私はね)」という言葉は、相手

が眼前にいることを示唆している。

［資料30］

うりみりぱまい

ゆぬみぶしやよ

いちゃいみりばまい

ゆぬかなしやゆマーンヨーヨーイ

みゆいがなかマーン

いでやゆがなかどう

まさりやうむゆばやよ

（『上野村の歌謡』６）
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［訳］見てもまた見たいものです、出会って眺めても同じように愛しいもので

す。見るにつれて、出会うにつれて、愛しさが増してきます、私は。

５あなたを忘れられない

「思い出すまい、忘れてしまおうと思っても、あなたのことは忘れられない」

という未練を断ち切れない心を相手に告白することで求愛する歌がある。関係

の成立をうかがわせる要素がないので、関係の末成立の段階と解釈される。し

たがって、破綻を前にした歌ではない。

［資料31］

サーヨーイーサーヨーイ_

うま－じゃ－んち－ま－ん思い出すまいと

うむいばまいよ－思っても

ばスリどぅす－じ－ち－忘れてしまおうと

うむいばまいよ－思っても

ウウぁがくとうやま_んあなたのことは

ぶなりやがくとうや乙女のことは

ばつしらいんによ－ 忘れられないよ

（『城辺町史』116）

［訳］思わないようにと思っても、忘れようと思っても、あなたのことは、あ

あ、乙女のことは忘れられないよ。

６岩もあなたの船に見える

愛の深さを「東平安名崎の岩を眺めても、あなたの船ではないか、と驚いて

しまう」という形で表現することがある。何事も愛する人と関連づけてしまう

心の傾きを告白することで求愛するのである。

[資料32］

東の平安名の

動（もゆ）けや

岩石（ゆいし）うまいよ

居らん岩石がまうまいよ
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貴男（つぶあ）が船てど

可愛者（かなしや）が船だらてど驚きうたいよ

（｢西原民謡集』１７）

［訳］東の平安名崎の岩石も、動くことのない岩石も、あなたの船だと、愛し

い人の船だと、驚いてしまったよ。

７受け入れてほしい

「あなたに会いたい一心で、嶺を越えて通ってきたのだから」と通う苦労を

理由にして、受け入れてほしいと要求する、求愛の形もある。

［資料33］

ウヲあみ－でいがマーンあなたに逢いたい

ゆていがまんどうばや－よ－一心で私は

ぶなりやみ－でいが 恋人に逢いたい

ゆてぃがまんどうよ－おーい一一心で

ムみぐいがみまい 嶺を越えて

ぶなりやんかいてぃどう 恋人を妻に迎えようと

かゆいやしゆイよ_おーい_ 通っているのだ

ムばていやあイあだいやだといわないで

かいしやふう－だな追い返しはしないで

うきやいやふいるよ－受け入れてくれ

かなしやよ－カナシャよ

（『城辺町史』８０）

［訳］あなたに会いたい一心で私は、乙女に会いたい一心で、嶺を越えて、乙

女を迎えようと通っているのだ。いやだとは言わないで、追い返しはしないで、

受け入れてくれ、愛しい人よ。

受け入れてほしい心を「仕事が手に付かないほど」惚れていると強調する形

で求愛する事例がある。

－２２－



［資料34］

汝んな`惚れどイラ可愛者（かなしや）ゆ

爲（あ）そです仕事の成らだたむゆ

汝まいどや恩ひや見る我（ばん）が可愛者よ

（『宮古史伝』６）

［訳］あなたに』惚れて、ああ、愛しい人よ、成すべき仕事ができないでいる。

あなたも思ってください、わが愛しい人よ。

８あなたを愛する心は不変

歩き慣れた道、通い慣れた道を歩きながらも、私の心に変わりはない、とい

う形も求愛の歌である。「一度や二度の訪問で女は手に入るものではない、屋

敷が凹むまで通っていらっしゃい」という歌がある。この歌の歩き慣れた、通

い慣れた道は、それに対応するのであろう。何度同じ道を通っても愛する心に

変化はない、という形での求愛であろう。なお、この歌は、相愛の歌で、愛の

不変の歌とも解釈できそうであるが、「歩き慣れた道、通い慣れた道」という

表現を、来し方をふりかえるものとするのは無理がある。相愛の二人が回想す

るのであれば、たんに「歩いた」道でよいであろう。

［資料35］

歩（あい）つ慣（な）らい道がまか－らよ－

通（かよ）いならい道がまか一らよ－

何時歩かばまい肝ぬ変いて－や

なう有らでが－よ－

（『西原民謡集」４１）

［訳］歩き慣れた道から、通い慣れた道から、何時歩いても、心の変わること

がどうしてあるだろうか。

９あなたと相性が合う

「あなたとなら肥沃な土地の豆がよくできるように、繁栄するであろう」と

農業生産者らしい比職を用いて求愛する事例がある。

－２３－



［資料36］

汝（う゛あ）とやてがゆ君とならば、

いらゆかなしやがま愛しい人よ

肥料（ふふあい）むつ 肥沃な

底地（すくず）ぬ底地の

豆の花だき豆の花のようＩこ

ゅうできはずそが よく繁茂もしようが（繁昌する）

他人（ゆくそ）とやてがあ他人となら、

なうや生（うい）ん何も生えない（作れない）

がんな畑（ばたき）しやく赤かに地のガンナ畑の豆の花のように

（できがわるいだろう）

（『伊良部村史」４９）

［訳］あなたとならば、ああ愛しい人よ、肥沃な底地の豆の花のように、よく

出来るはずだが、他人とならば、何も生えないガンナ畑のように、赤土のガン

ナ畑の豆の花のように出来が悪いだろう。

1Oあなたを抱きたい

夜這いの辛さを訴えた求愛の歌もある。

［資料37］

サーヨーイ

夜這（よばい）すやま－ん非常（あて）苦（く）かい￣ばよ

夜中廻（ま）－いや一どつ苦（く）かりや－よ

－（ひと）夜んな－ま－ん二夜んな

抱（だ）かいや下（ふい）る－よ－

（『西原民謡集』３５）

［訳］夜這いするのはとても苦しいので、夜中廻りはあまりにも苦しいので、

一夜のうちに、二夜のうちに抱かれてくれないか。

－２４－



、結ばれる運命

占いを持ち出して相手の女性と結ばれる運命にあることを強調することがあ

る。何度占っても、私にふさわしい相手はあなたしかいないという結果が出る

と求愛する男。ここでは、感動詞「まんよ_」「ま_んてぃ」「ま－ん」が多用

されていて、結ばれるべき運命の強固さと自分の感｣清の切実さを強調している。

｢ま－ん」は「真に」の意。

［資料38］

うゆびぬじゃ－んぶりばまんよ－指さえも折ってもねえ

いチチがさんノど五つ指を

ぶりんどうまいよ－ま－んてぃ 折って数えても本当にねえ

っヴあとうどうま－んあなたとこそねえ

ぶなりやとうていどう 女とこそ

ぶらいやう－イよ－指折りく運命〉は(定められて)いる

（『南島歌謡大成Ⅲ宮古篇』「トーガニ35｣）

［訳］指を折っても、五つの指を何度折っても、私はあなたとこそ、乙女とこ

そ運命を定められているよ。

12願掛け

相手の女性の門前に供物を供えて藤かせようとする歌がある。愛する女の門

前に供物を供えて、愛の成就を訴えるのである。相手の心をえるために「恋の

願掛け」をする。なお、［資料40]は「とりすて」を「とり捨て」と訳している

が、「取り＋して（サ変)」の合成動詞で「取ってから」と解釈するのが正しい。

［資料39］

うわがざおんなおなたの門に

いらよがぶなりゃがまよ愛しい乙女よ

んなむずぱなゆに 麦、粟のパナを供え

おかおのみすずしい 線香三本で

たてばんむちゅうとい願立てをしておき

うわがとらいばあなたとつれ添ったとき(あなたが妻になったときに）

－２５－



うわやそいそい あなたと連れ立って

ばんのば－ぽとかでよ解願を祝おうよ

（『伊良部村史」２１）

［訳］あなたの門前に、ああ乙女よ、麦と粟を供え、線香三本で願立てをして

おき、あなたが手に入ったら、あなたと連れ添って願を解きたいよ。

［資料40］

うわ゛たが門（ぞう）よいきまいお前らの門に行って

見（み）いる見る

小麦（んなむぎ）小麦と

花米（ばなよれ）花米と

御香（おかう）の三本お線香の三本が

おやしらりをむやうい 上げられておる

うわ゛ばとりすてお前をばとり捨て

かなしやばとりすて可愛者をとり捨て

ぽとけおやしでお願ほときく願解き〉をしてやろう

やういエムヨーイヨーイ〈ハヤシ）

（『南島歌謡大成Ⅲ宮古篇』「宮古島の歌」たうがね55）

［訳］あなた達の門前に行って、見てごらん。小麦や花米や御香二本が供えら

れているよ。あなたを手に入れてから、愛しい人を手に入れてから、願を解き

たいよ。

13長期に渡る愛

恋の始まりを、産毛の頃、目眉の付きはじめた頃からだと、長期に渡る愛を

強調して求愛する歌がある。後の［資料42］の事例は「親の篭めた夜から」だ

と、より早い時期であることが強調される。

［資料41］

あかぱにからジやうぶ毛の幼い頃を

うむいやみ－る－よ－考えてご覧なさい

－２６－



みまゆ－チチばなんからどうよ－目眉がつき始める幼い頃から

ま－ん 本当に

っヴあとぅていどうま_んあなたとこそ本当に

ぶなりやとうていどう 女とこそ本当に

みくみやた_イよ－見込んであった

あがいたんでぃシまりやい ああ本当に心を染めた女よ

っヴぁとうどうなイていどう あなたとこそ（一緒に）なるんだ

（『南島歌謡大成Ⅲ宮古篇』「トーガニ36｣）

［訳］幼い産毛の頃を思い出してごらんよ･目眉が付きはじめた頃から、あな

たとこそ、乙女とこそと見込んできたよ。ああ、愛しい人よ。あなたとこそいっ

しょになるのだ。

［資料42］

親ぬ込みたい其ぬ夜んか一らよ_

見一まゆづつばなんか_ら－よ_

君（うば）とて－ど

可愛者（かなしや）とて一ど

えんなつきやうい－よ－

（『西原民謡集』３０）

［訳］親の篭めたその夜から、目眉が付きはじめた頃から、あなたとこそ、愛

しい人とこそ縁は付いたのだ。

14難題もこなす

相手の愛をえることの困難さに比べれば、他の何事も容易であるという気持

ちをあらわすために、「あなたが手に入るなら－里の浜の白砂でも数えてみせ

る」と告白することがある。どんな難題も気にしないことを強調している。数

えるものは砂や砂利など。

［資料43］

っヴあがじゃ－んどう あなたさえ

－２７－



とうらいでぃやていが－ 取れたならば

ぶなりやがじゃ－んどう 女さえ

だかいでぃやていが－ 抱けたならば

いちりはまぬ－里ある浜の

しるんなぐ－まい 白砂でも

（はまさだりゆまい）

ゆみみししやくよ－数えてみせたいほどだ

（『南島歌謡大成Ⅲ宮古篇』「トーガニ13｣）

［訳］あなたさえ手に入れられるなら、乙女さえ抱けるなら、一里もある浜の

白砂でも数えてみせたいほどだよ。

［資料44］

ウウ゛あがじゃ－んどう あなたさえ

とうらいでいやていが_ 私のものになったら

うむゆすうあにがまが 私の愛する恋人が

だがいでいやていが_ 抱けるものなら

かなしやがまよ

さらはまぶ－ぬ｝ままさざりゆ－まい佐良浜の入江の浜のさざれも残らず

ゆみひつなすしゃく数えてみせたいくらいだ

かなしゃがまよいとしい人よ

（『五線譜のあやぐ』２７）

［訳］あなたさえ手に入るならば、愛する姉さんが抱けるなら、愛しい人よ、

佐良浜の入り江の浜砂利さえも数えてみせるほどだ、愛しい人よ。

[資料45］

汝がじゃ_んどとらゆでやてがよ

かなしやがじゃ－んどだかゆでやてがよ

いらかなしやがま

千里がぱまぬ、｝ままさだりゅうがみ

君と結婚できるなら(君さえとれるなら）

愛しい君がさえ、抱けるものならば

愛しい者よ

千里の浜の、浜砂利さえも

－２８－



ゆみみし、しゃくど数え上げてごらんにいれる程だ

かなしやがまよ愛しい人よ

（『伊良部村史』４８）

［訳］あなたさえ手に入るならば、愛しい人が抱けるなら、ああ愛しい人よ、

千里の浜の浜砂利さえも数えてみせるほどだ、愛しい人よ。

［資料46］

男サーヨーイ

貴女（つぶあ）がぢやんどとらいてが一ら－よ－

恋慕（おもう）よる彼女（ぼなりや）がじゃんど－

抱かゆてが_ら－よ_

千里が浜のよ_浜さだりうま－い

読み見し程（しや）く－よ－

（『西原民謡集』３７）

［訳］あなたさえ手に入るならば、愛する乙女が抱けるなら、千里の浜の浜砂

利さえ数えてみせるほどだ。

難題の一つとして千里の道を通うという形がある。愛をえるためには千里の

道も－里ほどの短さに思える。

［資料47］

汝がじゃ－んな、とらゆでやて力§よ君が僕の妻になってくれるのでしたら

千里の道まい、－里だきてど千里の道も、－里のように

通いくうでよかなしゃがまよ通ってくるよ、愛しい人よ

（『伊良部村史』５３）

［訳］あなたさえ手に入れることができたら、千里の道も一里ほどだと思って

通ってくるよ、愛しい人よ。

15強奪

直接的な告白の最たるものとして「相談しても聞き入れない女に強引な手段

に訴えても手に入れてみせる」と迫るばあいがある。

－２９－



［資料48］

相談（さうだん）そをばきすかだか相談することをば聞かなければ

和談すをばおきだか和談することをぱ受けなれば

むつんいみやば道にみる時には

やらうとりんといみしで無理矢理に取ってみせるぞ

（『南島歌謡大成Ⅲ宮古篇』「宮古島の歌」たうがね96）

［訳］相談することを聞き入れなければ、話し合うことを受け入れなければ、

もし道で見かけたら、無理やりにでも奪い取ってみせるぞ。

16男の特性＝干瀬の波

相手を説得する論理として、男性一般の心理的特性を持ち出すことがある。

干瀬に打ちつける波が浜まで寄せてきて静まるように、男は愛する女を抱くこ

とで心が静まるものだ、と自然と人事を対比し、そこに共通の法則があるとい

う論理を用いている。直接的に受け入れるようにとのはたらきかける言葉はな

いが、男心の法則を述べておいてから、「かなしゃがまよ（愛しい人よ)」と呼

び掛けているところに「男心を察して受け入れてほしい」という求愛の心がこ

められている。

［資料49］

ひしんなぶりゆズなンがまどうンまよ干瀬に寄せる波でさえ

はまやうちやだなしなすさうちやだな浜に寄せず砂洲を打たずに

やむいんなむぬ終わることはない。

ばんぬくいにしややどうンまわれ男と生まれて

うむゆすあにがまう愛する人を

とうらだななまらんものにせずにはおかない

かなしゃがまよいとしい人よ

（『五線譜のあやぐ』２６）

［訳］干瀬で折れ砕ける波でさえ浜辺を打たずには、砂州を打たずには止まな

いものである。私、この若者も愛する姉さんを手に入れないでは気が静まらな

いよ、愛しい人よ。

－３０－



茶碗の酒は手に取った人のもの、美しい女性は抱いた人のもの、という二つ

の事項は、積極的な人こそ何事も成功するの意であろう。この論理を元にして、

｢あなたも私の積極性を察して愛してほしい」と求愛する。

［資料50］

茶碗の酒や茶碗の酒は

もちゆすがものよ持つ人のものよ

あばらぎみどんま美しい女は

だきよすがものよ抱く人のものよ

うわ｡まいどやよお前もよ（わたしを）

おもへやみり思ってみろ

きもんそまりやよ心に染まる人よ

（『南島歌謡大成Ⅲ宮古篇』「宮古島の歌」たうがね60）

［訳］茶碗の酒は先に持った人のものである。美しい女は先に抱いた人のもの

である。あなたも私のことをそのように思ってみなさい、心に染まった人よ。

17あなたの子供がほしい

女性が男性に対して「あなたの種を抱きたい」という形で求愛する歌がある。

女姓から求愛する歌は、トーガニでは別に特殊な事例ではないが、この歌のよ

うな積極性と露骨な表現は例を見ない。あるいは笑いの歌であろうか。笑いの

歌には、下ネタが多い。

［資料51］

はいよがはいよハイハイ

にしゃいおやよ若者よ

｜まいよがはいハイハイ

おきみぞりにしやいがまオキミゾリ若者よ

うわがさによどあなたの胤を

おきみぞり、にしやいがさによどおきみぞり若者の種を

だきみいぶすかり抱いて見たいものよ

（『伊良部村史』３０）

－３１－



［訳］もしもし若者よ、もしもし目の覚めるような若者よ、あなたの種を、目

の覚めるような若者の種を、抱いてみたいものです。

第四節失恋

恋愛関係が未成立の段階にあるときの、心を表現する第四のタイプは、失恋

である。失恋は、相手の心を獲得できなかった状態である。

失恋の歌は①拒否、②諦め、③後悔、④恨み、⑤失意、⑥途方に暮れる、⑦

再起の意欲、などという心を表現する。

１拒否

拒否を表現する歌には、もっと足繁く通えというものと、時すでに遅しとい

うものがある。

(1)足しげく通え

￣夜や二夜通ってきた程度で女は抱かれるものではない、もっともっと足繁

く通って、庭が凹むほど通って、誠意を示しなさい、返事はその後です、とい

う心を表現する。

［資料52］

ひとぅゆんとうらいい一夜にとられる（抱かれる）

みどうんまにゃ－にばヨー 女はいないので

ふたゆんだかいい 二夜に抱かれる

ぶなりややにゃ－んヨー女はいない

みなかぬふぐんきゃ 庭〔の立ち処〕がへこむまで

とうくいぬふぐんきゃ 床根（敷地）がへこむまで

かゆいんみゃてぃヨー通っていらっしゃい

（『日本民謡大観』６）

［訳］一夜で取られる女はいない、二夜で抱かれる女はいない。庭がへこむま

で、敷地がへこむまで通っていらっしゃい。

－３２－



［資料53］

ひとぅゆんとうらゆば一夜にとられたならぱ

いらにしゃやヨねえこ才（青年）よ

ひとうゆがじゆりうぐまばやらヨ一夜の女郎と言われるでしょう

みなかぬふぐんきゃ 庭〔の立ち処〕がへこむまで

とうくいぬふぐんきゃ 床根（敷地）がへこむまで

かゆいんみゃてぃヨー通っていらっしゃい

（『日本民謡大観』７）

［訳］一夜で取られたら、ねえ若者よ、一夜の女郎と呼ばれるでしょう。庭が

へこむまで、敷地がへこむまで通っていらっしゃい。

［資料54］

あにがまや-やうむいやみ－るヨー

いちいなかどういんなちぃふヨー

かゆいなかどぅようむいやみ－る

あだやすんヨー

（『日本民謡大観』５）

［訳］お姉さんの家のことを思ってみなさい、

に、思ってみなさい、無駄にはならないよ。

お姉さんの家を思ってみなさい

行く仲にこそ縁はつくよ

通う仲にこそ思いはみるよ

無駄にはならない

行くほどに縁は付く、通うほど

(2)時遅し

もう少し早めに求愛してくれたら受け入れたものを、今となっては遅かった、

という形で求愛を拒否する歌がある。拒否する理由がはっきりと述べられてい

るわけではないが、恋人なり夫なりがいるということであろうか。

［資料55］

サーヨーイーサーヨーイー

さうだんすゆばな相談してきたら

ムばやたイなよ_嫌ではなかったのに

わだんゆすゆばな和談してきたら

－３３－



ゆむややたイばなよ－い－ 拒みはしなかったのに

んなまなり－ま_ん今になって

とうりゆだかりむぬやらんによ－めとって抱けるものではないよ

あしなうがま－んだって何が

ゆむゆいきやが だっていかなることが

しらりむぬがよ－できるものか

（『城辺町史』117）

［訳］相談した時にはいやではなかったのに、和談した時には嫌いではなかっ

たのに、今になって取って抱けるものではないよ、だって何が、だって如何な

ることができるだろうか。

次の事例は前の歌の続編である。求愛を断った女性が、他の女性との結婚を

勧めるというものである。

［資料56］

サーヨーイーサーヨーイー

あばらぎみどうムとう 美しい女'性と

キむゆしぶらくとう心を寄せた保良娘と

いらゆびきりやよ－い－ ねえ男よ

あたイゆなうり－あたり直して

ゆかイなうり－幸せになれ

いらゆびきりやよ－ねえ男よ

（『城辺町史』118）

［訳］美しい女性と、心を寄せた保良の娘と、ねえ若者よ、あらたに探し出し

て、幸せになりなさい、ねえ若者よ。

２諦め

なんらかの理由で相手の愛を獲得できずに「諦め」の感,情を表現するものが

ある。その理由として①相手があまりにも輝く人であること、②自分が世間の

人から「女郎よばわり」をされているものであることをあげる。両者とも相手

と自分の関係がふつりあいなので、身を引いてしまう。
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(1)北極星

相手の女性があまりにも美しく輝く存在であるために、ただひたすら見上げ

るだけで、思いを断念するものがある。自分とはつりあわない高嶺の花として

相手を眺めて暮らすだけであるが、それを「北極星」に対比したり、鷹を捕獲

するために高い木に仕掛けた「罠」に対比したりする。ともに高く見上げるも

のである。「いつも美しく輝いていて手の届かない女性を、ただ見上げている

ことしかできない」と諦める。

［資料57］

なツふうゆかわらん夏も冬も位置の変わらない

にいばぬぷスがまよ_子の方角にある小星よ

くむらだていり_うイー曇らず照っている

にいばぬぷスがまよ－い－子の方角にある小星よ

ウヴあやみやぎどう あなたを見上げて

かなしややみやぎどう カナシャを見上げて

くらさでぃや_リや－よ－暮らすつもりだよ

（『城辺町史』５６）

［訳］夏冬変わらない北極星よ、曇らずに照り輝いている北極星よそれを見

上げるように、あなたを見上げるだけで、愛しい人を見上げるだけで暮らして

いくつもりだ。

[資料58］

夏冬（なつふゆ）変（かは）らぬ

子（ね）ノ方（は）の星（ぶす）がまよ

雲（ふむ）らだ照（て）り居（を）る

子ノ方の星がまよ

汝（うわ）や見（み）上げど

星がまや眺（なが）めど

蟇（くら）さでひヤんよ

（『註鐸曲譜附宮古民謡集』８）

－３５－



［意訳］夏冬変らぬ北極星よ、曇りなく輝ける北極星よお前を眺め暮らすだ

けで、我れは味気なく終るのであらうか１恋ひ慕へる美しい女性がある。彼女

は常に我が視界にちらついて、北極星のそれの如く輝やかしい底深い瞳を以て

我を見てゐる、でも１でも！彼女と我とはた笈見台ふだけで、とても寄り添ふ

ことは出来難い環境の内にある。あ〉遂に我はこのま〉終るべきであるか…そ

こに深い太息が聞こえるようなうたである。

［訳］夏冬変わらない北極星よ、曇らずに照り輝いている北極星よそれを見

上げるように、あなたを見上げるだけで、星を眺めるだけで暮らしていくのだ

ろうか。

［資料59］

サーヨー

夏冬変らぬ夏冬変らない

子（に）ぬ方（ふあ）ぬ星（ふし）がま北極星よ

曇（くむ）らだ照り居ら）い 曇らず輝く

子ぬ方ぬ星がま北極星よ

汝（ヴあ）や見上けど御身を眺め

かなしやや見上げど愛しい君を眺めて

暮（く）さでびゃあむ日を過ごしたいものよ

（『伊良部村史』３４）

［訳］夏冬変わらない北極星よ、曇らずに照り輝いている北極星よ、それを見

上げるように、あなたを見上げるだけで、愛しい人を見上げるだけで暮らして

いこう。

[資料60］

なチふゆかわらん

にぬぱいぷシがま

くむらだてぃりうイ

にいばぶすがま

夏冬変わらぬ

子の方角の星

曇らずに照りおる

子の方角の星（を見るように）

－３６－



うヴあみあぎどう おまえを見上げてぞ

かなしやみあぎどう 可愛い者を見上げてぞ

くらしよ－イ暮らすことだ

（『南島歌謡大成Ⅲ宮古篇』「トーガニ94｣）

［訳］夏も冬も変わらない子の方の星く北極星〉よ、曇らずに照り輝く子の方

星よ・それを見上げるように、あなたを見上げるだけで、愛しい人を見上げる

だけで暮らしているよ。

［資料61］

なついふゆかわらん夏も冬も変わらない

にいばぬぶすいがまユー子の方の星く北極星〉よ。

ふむらだていりうり曇らずに照っている、

にいばぶすがまヨー子の方の星く北極星〉よ。

っヴあやみや－ぎどう あなたを見上げて、

ぶすぃがまやながみどう 星を眺めて、

くらさでぃびゃ－ムヨー暮らしたいものだ。

（『宮古のフォークロア』「即興歌トーガニ」５）

［訳］夏も冬も変わらない子の方の星く北極星〉よ、曇らずに照り輝く子の方

星よ・それを見上げるように、あなたを見上げるだけで、星を眺めるだけで暮

らしていこう。

［資料62］

夏冬変らぬ子（に）の方（ば）の星がまョ夏冬変らぬ北極星よ

曇らだ照り居る子の方の星がまョ 曇らず光る北極星よ

汝（ヴわ）や見上げどかなしや見上げどお前を眺め恋人を眺め(るだけで）

暮さでびあむョ 過ごさねばならぬのかしら？

（『宮古民謡選集』１）

［訳］夏冬変わらない北極星よ、曇らずに照り輝いている北極星よそれを見

上げるように、あなたを見上げるだけで、愛しい人を見上げるだけで暮らして

－３７－



いくのだろうか。

［資料63］

なつふゆかわらぬ夏冬かわらぬ

にいばぬぷシがまゆ子の方角の星を

くむらだてぃりゆる曇らず照りおる

にぬぱいぶシがまゆ子の方角の星を

っヴあやみや_ぎどう あなたを見上げてぞ

ぷシがまやみや－ぎどう 星を見上げてぞ

くらしうイ暮らしている

（『南島歌謡大成Ⅲ宮古篇』「トーガニ57｣）

［訳］夏も冬も変わらない子の方の星く北極星〉よ、曇らずに照り輝く子の方

の星よ・それを見上げるように、あなたを見上げるだけで、星を見上げるだけ

で暮らしているよ。

(2)鷹の罠

北極星と同様に高木の罠も見上げるものとして、恋人を見上げる心の比嶮と

して用いられる。

［資料64］

たかついぎゆぶがまう鷹の罠を

みやぎりにゃ－んヨー見上げるように、

ゆくたいぎ－がまう横たえた木を

みやぎりにゃ－んヨー見上げるように、

うヴあみやぎあなたを見上げて、

ぶなりやイみやぎ乙女を見上げて、

みやぎどうしゆ一らでぃヨーイ見上げていよう。

（『宮古のフォークロア』「即興歌トーガニ」２８）

［訳］木に仕掛けた鷹の罠を見上げるように、横たえた木を見上げるように、

あなたを見上げて、乙女を見上げて、ただ見上げていよう。
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(3)女郎の評判

世間の人から女郎呼ばわりをされていることを苦にして相手のことを諦める

歌がある。

［資料65］

んチノじヨリあイざいからよ－道の女郎と言われてからは

ヨまたノじヨリゆまいからや四叉の女郎と言われてからは

んなまからや今からは

コノイからやこれからは

はなやさかいんよ－花は咲けない

あがいたんでぃ ああ本当に

っヴあとぅやならんさあなたと（一緒に）なれない

（『南島歌謡大成Ⅲ宮古篇』「トーガニ41｣）

［訳］道の女郎と言われたからには、四辻の女郎と呼ばれたからには、私はこ

れから花を咲かせない。ああ、あなたとはいっしょになれないよ。

３後`海

(1)告白できなかったために他人の嫁にした

「告白できなかったために愛する女性を他人の嫁にしてしまった」形の失恋

があり、それを後悔する歌がある。

［資料66］

むぬイぬひとうぐとう 物言いの一言

あるかにどぅういどうよ－言いかねていると

くトぱいひとうぐい 言葉の一声

ゆんかにうとういどうよ－読み（言い）かねていると

うむゆシぶなりや_ 思っている女は

ひとぅがてぃ－んな人の手に

いかひやにゃ－んよ－いかして（もう）ない

（『南島歌謡大成Ⅲ宮古篇』「トーガニ37｣）

［訳］物言いの一言を言いかねて、言葉の一声を言いかねていたために、愛す
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る女を他人の下に渡してしまったよ。

［資料67］

サーヨーイーサーヨーイー

むぬイぬピとうくい ことばの一声

いらよかなしゃよ－ねえ可愛い女よ

くとうばいピとうくい ことばの一声

ばなスかにどうよ－い－ かけかねて

ピとうじんなし－ま－ん人手に渡して

ゆすじんとうらし－他の手に渡して

にゃ－んさいがよ－しまったよ

（『城辺町史』115）

［訳］物言いの一声、ああ愛しい人よ、言葉の一声を話しかねたために、他人

の手に渡して、よその手に取らせてしまったよ。

４恨み

自分が思いを寄せる女性の愛を得られなくて、相手に,恨みごとを言い渡す歌

がある。「俺が死んだらお前の家の門前は茨の山になるだろう」というもので、

自分以外に通う人はいないからサラカチ（茨）が山をなし、門前が荒れ果てた

状態になるというものである。

［資料68］

おもゆるぶなりやの思う女が

とられだからよとれないから

おもゆるかなしやが 思う可愛者が

だかれだからよ思う可愛者が抱かれないから

すねときやがまんな（わたしが）死ぬ時には

うばたがざうやお前達の門は

さるかやまよサラカチ（茨）の山（のようにしてやるよ）

（『南島歌謡大成Ⅲ宮古篇』「宮古島の歌」たうがね77）
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［訳］思いを寄せる女が手に入れられないので、思いを寄せる女が抱けないの

で、私が死んだ後は、あなた達の門前は茨のように荒れ果てるぞ。

［資料69］

うむゆるぶなりやい思っている娘を

とうらりだから取れなかったので、

うむゆるかなしやが 思っている愛しい娘を

だかりだからユ 抱けなかったので、

すいにときやがまんな俺が死んだら

っヴあたがざうやお前の門前は

さるかやまユ 雑草の山になるだろうよ。

（『宮古のフオークロア』「即興歌トーガニ」１８）

［訳］思いを寄せる女が手に入れられないので、思いを寄せる女が抱けないの

で、私が死んだ後は、あなた達の門前は茨のように荒れ果てるぞ。

５失意

「どんなに遠い所でも待ち受けて、いっしょになろうと焦がれている」とい

う歌は思慕の歌になるが、その末尾句が「(いっしょになろうと）思ったのだ

が」と過去形になると、いっしょになることがかなわなかった、失恋の歌にな

る。

［資料70］

青天（あをてん）がまの

下（すた）がみまいよ

白雲（しらくも）がまの

下がみまいよ

待（ま）ちゃきど行（い）かマーン

ー（ぴ）と身（み）どならてど

思（おも）たるそがよ

（『註鐸曲譜附宮古民謡集』７）

－４１－



［意訳］青空のいや極（はて）までも、白雲の遠方（をちかた）までも、（ど

こまでも）お前を待ちまうけてぞ、つれ添はうと思ひしに。あ＞！

彼女は我を去（さ）ってしまった。捕へようとすれば恋は逃げてしまった。こ

れからどうならうと一寸先あ闇だ！言外余↓情に富んだアヤゴである。

［訳］青空の下までも、白雲の下までも、待ち受けて行こう、いっしょになろ

うと、思っていたのだが。

６途方に暮れる

なんらかの理由で「愛する女を失って途方に暮れている」感情を表現する歌

がある。次の事例のばあい「っヴあがあらだな（あなたがいないので)」とい

うだけでは、相手の不在の理由や生死もわからない。また「飛び鳥のようだ・

舞い鳥のようだ」という比噛の意味がわかりにくいが、飛んでいく目的地がな

い、「途方に暮れている」状態であろうか。

［資料71］

あみんむがまいシたがままい 雨雲の下までも

しるんむがまいシたがままい 白雲の下までも

つヴぁとうてい－どう あなたと一緒だと

うむゆたシが 思っていたが

っヴあがあらだなあなたはいない

とうぴどうりやいしゃく飛ぶ鳥のように

まいどうりやいしゃく舞う鳥のように（行ってしまった）

（『南島歌謡大成Ⅲ宮古篇』「トーガニ34｣）

［訳］雨雲の下までも、白雲の下までも、どこまでもあなたといっしょだと思っ

ていたが、あなたがいなくなってしまったので、（私は？）飛ぶ鳥のようであ

る、舞う鳥のようである。

７再起の意欲

愛する男のせいで、世間の人から「道端の女郎」と悪い評判をえているが、

もう一花咲かせようと再起への意欲をみせる女』性の感情を表現した歌がある。

－４２－



失恋の経験に負けず、もう一花咲かせたいという心である。

［資料72］

っヴあんなみ－どうま_んあなたに会って本当に

まつふあやさまい 枕にされて

うがやらびやあいきゃ－こんなに童である時から

んチぬじゅりよ￣んチぬじゆり道の女郎だ道の女郎と

ゆまいやうイよ￣読まれ（言われ）てはいるが

みチノーじヨーリあイうらまいよ－道の女郎と言われていても

ゆまたノーじヨーリゆまらばま－いよ－四又の女郎と言われても

なまからどうま￣ん今からぞ本当に

コノイからどうま￣んこれからぞ本当に

はなやさキはいよ￣花は咲くのだ

（『南島歌謡大成Ⅲ宮古篇』「トーガニ40｣）

［訳］あなたに会って枕にされて、幼いながら道の女郎と呼ばれている。道の

女郎と呼ばれていても、四辻の女郎と呼ばれていても、私はこれから花を咲か

せるのだ。

第五節受諾

恋愛関係が未成立の段階にあるときの、心を表現する第五のタイプは、受諾

である。受諾は、相手の告白を受け入れる心である。

(1)あなたの思いを受け入れる

受諾の歌は①あなたの思いを受け入れるという心を表現した歌が－首あるの

みである。

求愛する相手の涙を見て、その誠意を受け入れようという歌である。涙、受

け入れるという単語のほかは、感動詞の多用であり、感極まったようすが窺え

る。

［資料73］

あがいたんでぃすまりやい やれスマリャよ

－４３－



すまりやがみぬなだスマリャの涙を

あがいたんでぃすまりやい やれスマリャよ

うがみどううきや－でい ありがたく受けよう

（『城辺町史』８３）

「やれ、スマリヤ（恋人）よ。あなたの涙を、私はありがたく受けとることに

しよう。恋人の申し入れを受け入れる女'性の歌｡」

［訳］ああ愛しい人よ、愛しい人の目の涙を、ああ愛しい人よ、それを拝見し

たのであなたの思いを受け入れましょう。

第二章関係の成立

杼｜情主体と相手との間に恋愛関係が成立している状況のときに、杼情主体の

心に生じる感情のありかたは、互いの愛を確認する肯定的な感`情を表現したも

のが案外多い。和歌の恋歌と比較して、このように肯定的な感情を表現した歌

が多いのは、琉球の杼情歌謡の一般的な特徴であるといえるだろう。だが、二

人の間に相愛関係があるにしても、あるいはあるからこそ、否定的な感情を表

現することもある。相手にたいしてより深い愛を求めて不満を訴えたり、相手

の愛を疑ったりする。また、「一時的な離別」の状況において、逢瀬の後にや

がて別れの時がくるが、その別れ路の悲しみや辛さを表現する。さらに、同じ

く「一時的な離別」の状況の時に、相手を恋しく思う気持ち、会えずに戻ると

きの気持ち、あるいは待ち合わせている相手があらわれるのを待つときの気持

ちなどを否定的に表現することもある。たとえ、二人が相愛の関係にあるにし

ても、恋の感情は複雑・多様であり、恋歌にはその多面的な恋のありさまが表

現されている。

関係の成立の歌は、第一節相愛、第二節一時的な離別、第三節愛の葛藤に分

類し、これらをさらに区分してみた。

第一節相愛

相愛の歌は、(1)愛の始まり、(2)愛の告知、(3)愛の確認、(4)讃美、(5)秘密、（６）
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愛の不変、などの心を表現するが、これらはさらに微細な局面に分かれる。

１愛の始まり

愛の始まりの歌は①出会い、②急速な愛の深まり、③愛の力、などの心を表

現する。

(1)出会い

出会えた縁を大切に思い、それを二人の愛の始まりとして相手にも確認を求

めている。なお、「あく゛」には友人のほかに恋人の意もある。

［資料74］

みよだからうわ｡をば見なければあなたを

いざのぴとからすさだたむ何処の人か知らなかったのに

みよたりやァの 見たからの

いでをたりやァの 出会ったからの

かなすあごやうい 恋しい人であるよ

（『南島歌謡大成Ⅲ宮古篇』「宮古島の歌」たうがね95）

［訳］見なければ、あなたをどこの人か知らなかった。見たので、出逢ったの

で、愛しい人になってしまったよ。

[資料75］

いじゃやみ－ぶス出逢ってみたい

かいしゃどうやりや－よ－カヌシャであるから

ぱなしやみ－ぶス話を交わしてみたい

ぶなりやどうやりや－よ－い_乙女であるから

いじゃいからやま－ん出逢ってからには

とうりやいゆからや相談を済ませてからには

いらかなしやよ－ねえカナシャよ

（『城辺町史』７６）

[訳］出会ってみたい愛しい人であったから、話してみたい乙女であったから、

－４５－



出会ってからは、ああ、取ってからは、ああ愛しい人よ。

［資料76］

みゆんゆきややマーン

あていぬな－ずぃなよ

いでやゆんきゃやよ

ゆぎぬな－ずいぬ力辻ヨーイ

みゆたりやいハイドゥキィ

いでやゆたりやぬ

かなすぃあぐゆマーンヨ

（｢上野村の歌謡』２）

［訳］見なかったならそれほど思わなかったのに、出会わなかったならこんな

にも思わなかったのに、見たために、出会ったために、愛しくなってしまった、

恋しい人よ。

［資料77］

見ゆんけや－ま－ん知らんそがど－よ

出合（いぢや）ま－んけや知らんそが－ど_よ

見ゆた－り－ばど恋ゆた－りや－ど

うが可愛者一よ－

（『西原民謡集』４４）

［訳］見なかったなら知ることもなかったのに、出会わなかったなら知ること

もなかったのに、見たために、恋したために、こんなにも愛しいことよ・

(2)急速な愛の深まり

出会ってまもなく急速に深まっていく愛を確認したものが次の事例である。

ほんの短い間に男を深く愛してしまった女。一夜の関係でたちまち縁が深まり、

二夜目にはたがいの「赤血（血液)」まで浸透しあって－つになったと誇張的

に表現する。

［資料78］

－４６－



びぃとうゆ－んどう一夜で

むむていぬいんな百年の縁を

ついきいさむいヨイ尽くしたのである。

ふたゆからや二夜からは

あかついがみ赤い血まで

ぴいていつぃなりヨーイひとつである。

（『宮古のフォークロア』「即興歌トーガニ」２７）

［訳］一夜の逢瀬で百年分の深い縁を染め尽くした。二夜からは赤い血まで一

つになるよ。

(3)愛の力

相手の愛が確信できたときに起こってくる感,盾を「愛の力」として表現する

歌がある。相手の女性を見初めて以来、力や勇気が心底湧いてくるのを感じて

いるのである。

［資料79］

っヴぁ－み－やあなたを見染めてからは

かなしやがま愛しい女よ

いでいんがたやまい 出ない力も

いでぃすいしやくよ－出で加わるほどだ

すいんがいジまい 添えない勇気も

いでぃすいしゃく出で備わるほどだ

すまりゃがまよ（心身を）染めた女よ

（『南島歌謡大成Ⅲ宮古篇』「トーガニ15｣）

［訳］あなたを見初めてから、愛しい人よ、出ない力も出るようだ、添わない

勇気も出るようだ、愛する人よ。

[資料80］

あさが－のみづだき

ばんがつむそらしやがま

朝井戸の水のように

僕の心を和ます者よ

－４７－



いでが_のみづだき泉の水のように

いでみぞりかなすもの本当に愛しいものよ

うわやみいや君をみると

ばんどんま僕は

いでんよたやがみ出せない力（体力､元気）まで

そいんよいずがみ添わない意地まで

いでどおりよ出ておるのだよ

そいどおりよ添うているのだよ

（『伊良部村史』２８）

［訳］早朝の井戸水のように私の心をさわやかにする人よ、泉の水のように目

の覚めるほど愛しい人よ、あなたを見てから私は、出なかった力まで、添わな

かった勇気まで、出ているよ、添っているよ。

２愛の告知

愛の告知の歌は①あなたに塵いている、②あなたを忘れることはない、③あ

なたから離れられない、④あなたといっしょなら怖いものはない、⑤あなたへ

の思いを織る、などという心を表現する。

(1)あなたに塵いている

次の事例は、山奥に生えている竹が風に吹かれて摩くようすと、男に柔らか

く廉く女性を同類のものとして対比している。そうすることで、風に摩く山の

竹と女性のイメージが重なってくる。山奥の竹は、ほかのなにものでもなく、

風だけに座いている、それと同じように、女の私はあなただけを頼りにして塵

いている。

[資料81］

やまそこだけいらかなしよ

かぜよそいどなびけやをりよ

ばんのぶなりやや

山底の竹はイラ可愛いものよ

風のまにまになびいているよ

わたしの女は

－４８－



びきりやたどりなびけやをりよ男を頼りになびいているよ

（『南島歌謡大成Ⅲ宮古篇』「宮古島の歌」たうがね76）

［訳］山奥の竹も、ねえ愛しい人よ、風の吹くままに塵いているよ。女の私は

男のあなたを頼りにして塵いているよ。

(2)あなたを忘れることはない

井戸水を汲む仕事は、かつて女`性や子供の労働であったが、百段もある井戸

の階段を登っていく辛い労働のときでさえ、相手の男性のことを忘れることが

できない心を表現している。井戸水を汲む重労働を極端な一例として示して、

どんな極限状況の時でもあなたを忘れることはない、と愛を強調するのである。

［資料82］

来間川の百段（ももだん）を来間川の数えきれない石段を

上（ぬ）る゜がつなまい 上る際にも

貴殿（ずわ）がことのどあなたのことは

かな者がことのど愛人のことは

忘（ばす）りちや為（し）らりぬ忘られないよ

（『宮古民謡選集』１１）

［訳］来問川の百段を上りながらも、あなたのことを、愛しい人のことを、忘

れることはできないよ。

[資料83］

ヤイヤヨーイ来問（くりま）よ_イ

井戸（が－）ぬよ－イ

百百段（むむだん）ぬよあしまんぬよ

登（いぶ）りがつない

貴方（う゛わ）が事（くとゥ）ゆば

愛人（かぬしヤ）が事（くとゥ）ゆば

忘（ばず）りちやすんIこよう

（『沖縄の民謡』４）

ヤイヤヨーイ来間のよ－イ

井戸はよ－イ

百百段の石段があるよ

登りながらも

あなたのことを

いとしい人のことを

忘れてはいないよ

－４９－



［訳］来間川の百段を、ああ、上りながらも、あなたのことを、愛しい人のこ

とを、忘れることはないよ。

［資料84］

うまれがあの生まれ丼く地名〉の

も〉だんがまを百の石段を

こえがつなまい 越えながら

うわ゛がことやお前のこと

たヴきやがことやただ一人のことが

ばすれらんやうい 忘れられない

（『南島歌謡大成Ⅲ宮古篇』「宮古島の歌」たうがね93）

［訳］産湯を汲む井戸の、百段もある坂道を登りながらも、あなたのことは、

ただ－人のことは忘れることはできないよ。

次の事例の「ブラガ」は保良集落の東海岸の崖下にある湧泉名。たんに、そ

の階段を降りる辛さを表現しているのかとも考えられるが『城辺町史』は「水

を汲むために、桶を頭上にのせてブラガ（湧泉）の険しい階段を降りながらも、

私はあなたのことを、片時も忘れたことはないよ。恋歌｡」と説明している。

そうだとすれば、呼びかける相手が女性であるので、杼'盾主体が男性であるこ

とがわかり、その点が他の類歌と異なる。

［資料85］

ぶらがいだんがま_ブラガの階段を

うり－しや－なまい 降りながらも

ばや－よ－私は

ななだんすぐがま－七段下にある崖底まで

うりしゃなまいよ－おーい－ 降りながらも

ウう゛あがゆくとう－マーンあなたのことを

ぶなりやがくとうゆ恋人のことを

わすりちや－にゃ－んによ－ 忘れたことはないよ

－５０－



（『城辺町史』８２）

［訳］保良川の階段を降りながらも私は、七段底を降りながらも、あなたのこ

とを、乙女のことを、忘れることはないよ。

大海を航海することも困難な例の一つである。極端の例示を航海する事象に

入れ替えると、類歌が成立する。このばあいは、航海が男の仕事であるから、

杼`情主体も男である。

［資料86］

うふとういでぃ 大海に出て

ひやるとういまいヨー 走って（船に乗って）いても

とうなかんいでぃ 渡中に出て

ひやりゆとういまいヨー走って（船に乗って）いても

つヴあがくとうやヨあなたのことは

うむゆすぶなりやがくとうや思っている女のことは

ばしりらいんヨー 忘れられない

（『日本民謡大観』２）

［訳］大海に出て走っていても、渡中に出て走っていても、あなたのことは、

愛する乙女のことは、忘れられないよ。

(3)あなたから離れられない

女の私があなたから離れられないという心を、魚が壷から離れられないこと

と対比する歌がある。壷とは、干潮時に周囲の岩が浮き出てできるリーフ内の

小プールのことであろう。干潮時にもそこは水が溜まっているので魚にとって

生存に都合のいい場所である。そこから外に出ると干上がるので、魚は離れら

れないのである。

［資料87］

ツボノ魚（つぞ）ガマジヤンドイラヨ可愛者（かなしや）ヨ

つぼから離りや身（ど）や持ちやいんよ

我んほなりやがままい

－５１－



あたらす者からはなりや身（ど）持ちやいんよ

（『西原民謡集』２８）

［訳］壷の魚さえ、ああ愛しい人よ、壷から離れては身が持たないものだ。女

の私も大事なお方から離れては身が持ちません。

(4)あなたといっしょなら怖いものはない

二人の絆が深ければ、東平安名崎の離れのような不毛の地に追いやられても、

'怖いことはないという歌がある。

［資料88］

汝と吾とや、カナシャガマヨ愛しい人よ、君と僕とは

東ぬ平安名ぬ、んなばなりんかい不毛の東平安名の離れに

やらさばまいよ追いやられようとも

あんみて－や、うどいてやこわがることも、おじることも

あらでんま－よなかろうよ

（『伊良部村史』４７）

［訳］あなたと私とがいっしょであれば、愛しい人よ、東平安名の不毛な離れ

に追いやられようとも、怖がることも、怖気づくこともないよ。

(5)あなたへの思いを織る

機織りは女性の仕事であるが、その辛い労働に愛を込めて織り上げていくこ

とで、喜びに転化する。

［資料89］

たて機（はた）がまや

心に》ろ）のあやだらよ

筬柄（なほきん）うたしゆる

音（なら）のがすよ

思（おも）ゆる肝（きむ）ゆど

男（ぴきりや）が事ゆど

織りや締め＞上よ

－５２－



（『註舞曲譜附宮古民謡集』１１）

[訳］立て機は心の綾であろうよ、筬を打つ音のたびに、恋しい心を、男のこ

とを織り込んでいくよ。

３愛の確認

愛の確認の歌は①心の一体感、②体の一体感、③香りなどという心を表現す

る。

(1)心の一体感

心の一体感の歌は①体は別々だが心は一つ、②離れ岩は二人のよう、③二人

の心は一つ、④大事な時はいっしょ、などという心を表現する。

①体は別々だが心は一つ

着物はたがいに別々のものを着ているが、二人の心は一つであるという形で、

愛を確認することがある。体が別々なので着物も二つにならざるをえないが、

しかし心は一つに結ばれている。着物・体と心を対比し、外面と内面の対照性

を強調している。『城辺町史』は「私たち夫婦は、思いはいつも一つ、それぞ

れ着物だけは仕方がないから別々に着るにしても、心はいつも一つ、思いはい

つも一つだよ。夫婦愛の歌｡」と説明している。庶民の生活においては、相愛

の恋人と夫婦を区別することが難しいばあいが多いだろう。

[資料90］

キんぬがみどう

うながす－でいよ－

すでいぬゆがみどう

うなが_す－でいよ_い－

くくるゆがみや－んにどうキ

キむゆてぃがみや－

んざぬがカコわイが

着物だけは

別々に着けよう

袖だけは

別々に通そう

心だけは

思いだけは

どこが変わるものか

－５３－



どう－た－よ－私たち夫婦は

（『城辺町史』９１）

［訳］着物だけは別々の袖である、袖だけは別々の袖である。心だけは、思

いだけは、どこも変わらないよ、自分達は。

［資料91］

チんやいばどう 着物であれば

うながチんチんによ－ それぞれの着物着物（である）

すでぃやいばどう 袖であれば

うながすでいすでいよ－各自の袖袖（である）

ばたぬなか（ふたりの）腹の中

やいがソコがまや心の底は

ひとうチどうやイよ－ひとつであるよ

（『南島歌謡大成Ⅲ宮古篇』「トーガニ17｣）

［訳］着物というものはそれぞれの着物である、袖というものはそれぞれの袖

である。しかし、お互いの腹の中、心の奥底は一つであるよ。

［資料92］

着物（つん）ぬがみど

うながつんつんなしうし』よ

袖（そで）ぬがみど

うなが袖袖（そでそで）よ

肝の中や

胸の中や－－つどやいよ￣

（『西原民謡集』２５）

［訳］着物こそそれぞれの着物である、袖こそそれぞれの袖である．しかし、

お互いの心の中は、胸の中は一つであるよ｡

－５４－



［資料93］

きいんにやりや_どう 着物というものは、

うながきいんそれぞれの着物である。

すでぃやりや－どう 袖く着物〉というものは、

うながすでぃ それぞれの袖である。

きいむがみや肝く心〉だけは、

やいがすぐ奥底まで

ぴぃていつぃさみゆ－ ひとつである。

（『宮古のフォークロア』「即興歌トーガニ」１２）

［訳］着物というものはそれぞれの着物である、袖というものはそれぞれの袖

である。しかし、お互いの心は奥底まで一つであるよ。

［資料94］

きんぬがみどう 着物だけが

うなが－ゆキんキん各自の着物着物（である）

シでいぬがみどう 袖だけが

うなが－ゆシでぃシでいよ_各自の袖袖（である）よ

キむぬゆなかまん肝の中も

んみぬゆなかぬ胸く心〉の中も

力】わじゆちやあらでいんまんよ－変わるということはありませんよ

（『南島歌謡大成Ⅲ宮古篇』「トーガニ７｣）

［訳］着物こそそれぞれの着物である、袖こそそれぞれの袖である。しかし、

お互いの心の中、胸の中が別々ということはないですよ。

②離れ岩は二人のよう

平良から現在の久松集落の前身野崎村に行く途中に二つの離れ岩がある。こ

れを向き合って暮らしている二人の姿と対比する歌がある。真正面から向き合っ

ているというのは、二人の仲のよさを表す。

－５５－



［資料95］

ぬざキかいいキカゴチな野崎に行きながら

ふたチばなりうみあぎり|まどうよ二つ離れを見上げたところ

うヴあとうばんとうが お前とわたしと

まうきゃどうりびじうイにゃんゆ向かい合って座っているようだよ

（『南島歌謡大成Ⅲ宮古篇」「トーガニ83｣）

［訳］野崎村に行きながら、二つ離れの岩を見上げたところ、あなたと私が向

かい合って坐っているようだよ。

［資料96］

ぴさらからゆ－まん平良から

うりがつなんよ－下りながら（帰り路に）

ふたつばなりゆう二つ離れを

みやぎみいりばどうよ－い見あげてみれば

うわぁとうばんとうが 君と私とが

まうきやあやどうり相い向いあうようにして

びゆうすんどうん一かいスよ_座っているのに似ている。

（そのように見えますね｡）

（『平良市史』トーガニ17）

［訳］平良から下りながら、二つ離れの岩を見上げたところ、あなたと私が向

かい合って坐っているようだよ。

③二人の心は一つ

桜の花は色に、梅の花は匂いに美点がある。それと同じように、あなたと私

は心が－つになっているところがよいのだ、と互いの愛を確認する歌である。

［資料97］

さくらのぱなや桜の花は

いろのゆいだらよ色のせいだろうよ

んみがぱなまい 梅の花も

－５６－



においがまのゆいだらよ香のせいだろうよ

（色と香のゆえに愛されたたえられている）

うわとばんとまい 君と僕とも

こころぴてつの心一つの

よいだらよせいだろうよ

（『伊良部村史』１７）

［訳］桜の花は色のせいであろうよ、梅の花は匂いのせいであろうよ、あなた

と私も心一つのせいであろうよ。

④大事な時はいっしょ

二人の関係を、昼は離れているが夜は一つになる雨戸のようだと比職してい

る。夜は二人の関係を深める貴重な時間帯であり、その大事な時にはいつもいっ

しょにいる、とすることで愛を確認し合うのであろう。雨戸が昼は離れるとい

うのは、それぞれ別の戸袋に収まるからであろうか。それが夜になると隣接す

るイメージであろう。

［資料98］

っヴあとうばんとうやあなたと私は、

ばすいやどうがまぬ戸の

くくつぃさみゆ－ヨイ心地である。

ぴぃるやばなり昼は離れて

ゆつざぴいていついがみどぅやイヨーイ夜はひとつである。

（『宮古のフォークロア』「即興歌トーガニ」２６）

［訳］あなたと私は戸のようなものである。昼は離れていて、夜になれば一つ

で、いつも側にいる。

(2)体の一体感

体の一体感の歌は①水も漏れない仲、②形見を身に着けて、③体に触れたい、

④槌りついていたい、などという心を表現する。隙間もないほどの体の接触を

通して愛の確認をする表現である。

－５７－



①水も漏れない仲

二人の間からは水さえ漏れないほど抱き合うことで、愛を確認しあう。「桶

板のように」という比116tをもちいて、二人の間に隙間がないことを表現してい

る。

［資料99］

っヴあとうばんとうが あなたと私の

ばしがまからヨー 間からは、

みずいがまやつム水さえも

ふきんがしゃくヨー漏らないほどに、

たぐぬふりだき桶のように

あやみやにゃ－だ割れ目がないように、

うかりやうらでい 抱き合っていましょう。

（『宮古のフォークロア』「即興歌トーガニ」１３）

［訳］あなたと私の間からは、水さえ漏れないほど、隙間のない、桶の板のよ

うに隙間なく抱き合っていましょう。

［資料100］

っヴぁとうばいとうが あなたとわたしの

ばしがまからやよ－間からは

にしややとうばんとうが 愛しい人とわたしの

ばしがまからやよ_間からは

みジやとうんどう 水も通らない

むりんがしゃくだチどう漏れないほど抱き合っていよう

（『南島歌謡大成Ⅲ宮古篇』「トーガニ25｣）

［訳］あなたと私の問からは、青年と私の間からは、水は通らず、漏れること

さえないほどに抱き合っていましょう。

②形見を身に着けて

「私があなたに、二重の腰帯を織ってさしあげるから、私だと思って、あな

－５８－



たの腰に巻いてください。女性が男性に帯を織って贈るのは、結婚承諾の意志

表示であったという。恋歌｡」と『城辺町史』は説明している。結婚承諾の意

志表示であることはまちがいないとしても、自分の織った帯を愛の形見として、

いつも腰に結んでいてほしいという願望を表現したものであり、それが互いの

愛の確認を示す。

［資料101］

サーヨーイーサーヨーイー

うるぐスがまゆマーン腰帯を

うり－うやしばよ_織ってさしあげるから

ふうたいま_リやがまゆ二重帯を

しみ_うやしばよ－い_ 締めてさしあげるから

ばんていやうむい－マーン私だと思って

ぶなりやちや－うむい_ 恋人だと思って

むスびやふい_るよ_腰に結んでください

（『城辺町史』９０）

［訳］腰帯を織って差し上げるから、二重回りの帯を締めて差し上げるから、

私だと思って、乙女だと思って、結んでください。

③体に触れたい

愛する女性の体のすべてに触れてみたいと直接的に告げるような愛の確認の

表現がある。おおらかな身体表現を通して愛を確認する歌である。

[資料102］

きゆ_がゆやいらよ－ま－ん

かなしやよ－

}こかがゆ－んかいやいらよ－

ぶなりや

うむゆシあにがま

ういからしたんかい

今日の夜はねぇ

愛しい人よ

夜更けにはねぇ

愛しい人よ

思っている恋人の

上から下まで

－５９－



さぐりどうみ－でぃ さぐってみたいものだ

（『南島歌謡大成Ⅲ宮古篇』「トーガニ26｣）

［訳］今日の夜は、ああ愛しい人よ、夜更けには、愛しい女よ、愛する女の体

を上から下まで探ってみたいものだ。

④綴りついていたい

いつも愛する女`性と接触していたいという思いを指輪になって総り付いてい

たいと表現することがある。これも体の接触を通した愛の確認の一つである。

［資料103］

うゆびがにとうんみやばどぅ指輪のように

いチチがにちゆんみやい 五つ金く指輪〉のように

っヴぁがてい－んなてい あなたの手になって

すまりやがてい－んなてぃ染めた女の手になって

シさがりま_りゆイゆすがりついていよう

（『南島歌謡大成Ⅲ宮古篇』「トーガニ16｣）

［訳］指輪のように、五つ輪の指輪のように、あなたの手に、愛しい人の手に、

いつも槌りついていたいよ。

(3)香り

香りの歌は①あなたの香りがする、②あなたの香りは落ちない、などという

心を表現する。遠くからでも相手の香りが感じられる、体に染み付いた相手の

香りが水浴びをしても落ちない、など愛の深さを香りで確認する歌である。

①あなたの香りがする

自分の村に近づいた時、馴染んだ女』性の香りがしてきて、相手を思い起こし、

愛を確認する。体の香りという嗅覚を通して愛を表現している。

［資料104］

上比屋越（ういぴあぐす）

島（すま）の東方（わあら）乘來（のそき）ちからよ

汝（うわ）が香（かざ）や

－６０－



我伍（あく゛）の香（かざ）や打交（うつまづ）りよ

（『註鐸曲譜附宮古民謡集』２３）

［意課］上比屋越（野崎村入口の坂）村の東方近くにさしかふると、いとし

お前の香は（吹く風に）交ってなつかしく匂って來るよ・

［訳］上比屋越に、島の東方に近づいてきたとき、あなたの香りが、愛しい人

の香りが、風にうち交じってきたよ。

さらさらと吹いてくる北風にのって、あなたの香りが届く、このような感覚

の中で愛を確認する歌である。

［資料105］

ささら北風のうりばまい さらさらと北風が吹いても

貴殿が香（かざ）のどゆるぎやが香のどあなたの香は愛人の香は

あしや居る゜やあらんぬ薫るばかりよ

（『宮古民謡選集』１２）

［訳］さらさらと北風が吹いても、あなたの香りが、愛しい人の香りがしてく

る。

②あなたの香りは落ちない

契りを交わした男女は、たがいの香りが染み付いて、澄んだ井戸水を心ゆく

まで浴びても、香りが落ちることはない。それほど相手の愛が体に染み付いて

いるのを感じている、と強調する表現である。

[資料106］

あさがぬみズゆぱ

いらゆかなしや_よ-

キむゆぬすりきゃ－

あみるばまいよ_い－

ウう゛あがゆ力】ざぬどう

すまりやが

朝井戸の水を

ねえカナシャよ

心がさっぱりするまで

浴びても

あなたの香りが

スマリャの

－６１－



かざやんぎていや香りが抜けること}ま

にや－んによ－ ないよ

（『城辺町史』６１）

［訳］早朝の井戸水を、ねえ愛しい人よ、心ゆくまで浴びても、あなたの香り

が、愛しい人の香りが抜け落ちることはないよ。

［資料107］

あさかぬみジゆ親井川の水を

いらよ－かなしゃよ－ねぇ恋人よ

チむぬシリイきゃ－心く満足〉がゆくまで

あみりばまい 浴びても

つヴあがかじやいお前の香りは

かなしやがかじやぬゆ可愛い者の香りは

んぎていやにゃ－ん脱けるものではないよ

（『南島歌謡大成Ⅲ宮古篇』「トーガニ20｣）

［訳］早朝の井戸水を、ねえ愛しい人よ、心ゆくまで浴びても、あなたの香り

が、愛しい人の香りが抜け落ちることはないよ。

［資料108］

あさがぬみずまんあみりぱまい親井川の水を浴びたとしても

キむすりイきゃあみりばまい 満足のいくまで浴びたとしても

うヴあカゴかざやお前の香りは

かなしやｶｺﾞかざや可愛い者の香りは

んぎちやにゃん脱けるものではないよ

（『南島歌謡大成Ⅲ宮古篇』「トーガニ91｣）

［訳］早朝の井戸水を浴びても、心ゆくまで浴びても、あなたの香りは、愛し

い人の香りは抜け落ちることがないよ。

－６２－



4讃美

讃美の歌は①器量、②航海能力などという心を表現する。

(1)器量

北の果てから南の果てまで、どこを探してもあなたを越える人はいない、と

女性を讃美するものであるが、「越える」「凌ぐ」などが具体的に示す女性の属

性が何であるかはっきりしない。容姿や能力などをふくめた全体的な器量のこ

とと思われる。呼び掛ける相手が男性のばあいは、女性を杼情主体とした歌と

いうことになる。どちらの事例もある。

［資料109］

んすんなつき－北の果てまで

とみりばまいよ探し（求婚）求めても

ぱいんなつき_南の極みまで

とみりばまいよ求婚してみても

うわんこいのよあなた程（以上の）

あたらすみや－ぎんこいいとしいあなた以上の

ものてぃやよにや_んよ乙女とはいないのだよ

（『伊良部村史』２４）

［訳］北の果てに着くまで訪ねても、南の果てに着くまで訪ねても、あなたを

越える、大切な方を越える、人はいないよ。

［資料110］

んすんなつき_とうみりぱまいよ北の果てまで南の果てまで

ぱいんなつき－とうみりばまいよさがし求めても

ウヴあんくいぬかなしやんくいぬいとしいあなたに勝る人は誰もいない。

むいていやにや_んよ

（『五線譜のあやぐ』２５）

［訳］北の果てに着くまで訪ねても、南の果てに着くまで訪ねても、あなたを

越える、愛しい人を越える、人はいないよ。
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［資料１１１］

んすんなつきいとみりばまいよ－

ぱいんなつきいとみりばまいよ－

うわんこいのよあたらすみあぎんこいの

ものていやよ－にあ－んよ－

（『伊良部郷土誌』２５）

（大意）

はてからはてまで、探し求めたが、貴女が女の中で一番良かったとの意

［訳］北の果てに着くまで訪ねても、南の果てに着くまで訪ねても、あなたを

越える、大切な方を越える、人はいないよ。

［資料112］

にすいんなついきマーンとうみりばまいよ

}まいんなついきとうみりばまいよマーンヨヨーイ

つう゛あんゆしぬマーン

かなしやんしぬぶなりやちやにや－んよマーンヨ

（『上野村の歌謡』ｌ）

［訳］北の果てに着くまで訪ねても、南の果てに着くまで訪ねても、あなたを

凌ぐ、愛しい人を凌ぐ、乙女はいないよ。

［資料113］

さ－よ北んなつき－探（と）みりばまいよ－

南（ぱい）んなつき探（と）みりばまいよ－

君（ふあ）んしぬま－んかなしやんし＿ぬ人でや

無（に）や－ん－よ一

変ラン変ラン何処（んざ）ヌガ変ラガ

（『西原民謡集』５４）

［訳］北の果てに着くまで訪ねても、南の果てに着くまで訪ねても、あなたを

凌ぐ、愛しい人を凌ぐ、人はいないよ。

－６４－



［資料114］

んシんなチき＿北の果てに着くまで

とうみりばまい 捜しても

はいんなチき南の果てに着くまで

とうみりばまい 捜し尋ねても

つヴあんくいぬあなたを越える

ぶなりやくいぬ女を越える

シとうゆやにゃ_んよ（美しい）人はいない

（『南島歌謡大成Ⅲ宮古篇』「トーガニ24｣）

［訳］北の果てに着くまで訪ねても、南の果てに着くまで訪ねても、あなたを

越える、乙女を越える、人はいないよ。

［資料115］

にシんなチき北の果てに着くまで

とうみりばまいよ－尋ねてみても

ぱいんなチき南の果てに着くまで

さがしばまいよ－捜してみても

うわんしぬあなたをしのぐ

かいしゃんしぬ恋人をしのぐ

ピとうちやみ－んよ－人といってはいませんよ

（『南島歌謡大成Ⅲ宮古篇」「トーガニ６｣）

［訳］北の果てに着くまで訪ねても、南の果てに着くまで探しても、あなたを

凌ぐ、愛しい人を凌ぐ、人は見えないよ。

[資料116］

にシんなチキとうみりぱまい

ばいんなチキとうみりばまい

うヴあんしぬ

かなしやんしぬ

北の果てに着くまで捜しても

南の果てに着くまで捜しても

お前のような

可愛い者のような

－６５－



すまりやちやにゃん気に染むものはいないよ

（『南島歌謡大成Ⅲ宮古篇』「トーガニ92｣）

［訳］北の果てに着くまで訪ねても、南の果てに着くまで訪ねても、あなたを

凌ぐ、愛しい人を凌ぐ、恋人はいないよ。

［資料117］

にスんなツき－マーン北の涯まで行き着いて

とうみるばまいま－んによ_ 求めてもまことに

ぱいんなツきよ－南の涯まで行き着いて

さがしばまいよ－探しても

ま－んによ－い_ まことに

ウう゛あんしぬま－んあなたのような

たウきゃんしぬ一人のような

ぶなりやちや_にゃ－んによ－女性は見当たらないよ

（『城辺町史』２６）

［訳］北の果てに着くまで訪ねても、南の果てに着くまで探しても、あなたを

越える、－人の人を越える、乙女はいないよ。

[資料118］

にスんなツき－マーン

とうみるばまいよ－

ぱいんなツき－まい

とうみばまいよ－

マーンニョーイー

ウう゛あんしぬマーン

かなしやんしぬゆ

すまりやてや_

にゃ－んによ－

（『城辺町史』２３）

北の涯まで行き着いて

求めても

南の涯まで行き着いて

探しても

まことに

あなたのような

カナシャのような

恋しい人は

見当たらないよ
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［訳］北の果てに着くまで訪ねても、南の果てに着くまで訪ねても、あなたを

凌ぐ、愛しい人を凌ぐ、恋人はいないよ。

［資料119］

にしいんなちいきとうみりばまいヨー北に着き探しても

はいんなちいきとうみりばまいヨー南に着き探しても

つヴあんくいぬヨあなたを越える以上の

うむゆすぶなりやんくいぬ思っている女を越える

むぬいどうあらでいがヨー 者がいるものか

（『日本民謡大観』１０）

［訳］北の果てに着くまで訪ねても、南の果てに着くまで訪ねても、あなたを

越える、愛する乙女を越える、人がいましょうか。

［資料120］

にスんなツき－北の涯まで行き着いて

マーンニューとうみりばまい まことに求めても

イラユーマーンニョー それまことに

ぱいんなツき_南の涯まで行き着いて

さがしばまいよ－い－ 探しても

ウゲあにや－んちぬマーンあなたのような

かなしゃんしぬゆカナシャのような

すまりやていや心に染まる人1ま

にゃ－んによ_ 見当たらないよ

（『城辺町史』２４）

［訳］北の果てに着くまで訪ねても、南の果てに着くまで探しても、あなたの

ような、愛しい人を凌ぐ、恋人はいないよ。

[資料121］

北（んす）んなつき 北の果てまで
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探（とみ）りばまいよ探し求めても

南（ぱい）んなつき南の果てまで

探りばまいよ 探し求めても

汝（ヴあ）んくいしぬお前ほどの

愛人（ぶなりや）んくいぬ愛しいお前程の

人てや無（にや）んよ（そまりやちやにや－んよ）人はいないよ

（『伊良部村史』４１）

［訳］北の果てに着くまで訪ねても、南の果てに着くまで訪ねても、あなたを

越える、乙女を越える、人はいないよ。

［資料122］

んすんなつき－とうみりばまいよ北の果てまでさがし求めてみても

ぱいんなつき－とうみりばまいよ南の果てまでさがし求めてみても

かなしゃがまよ

ウウ゛あんくいぬあなたに勝る

ぶなりやんくいぬ恋人をしのぐような者は

むいてい－やにゃ_んよ誰もいない

かなしやがまよ

（『五線譜のあやぐ』２４）

［訳］北の果てに着くまで訪ねても、南の果てに着くまで訪ねても、あなたを

越える、乙女を越える、人はいないよ、愛しい人よ。

［資料123］

北極（んす）うと－んなつき探（と）みりばまいよ

南極（ぱい）んな着き探みりばまし】よ

貴君（うば）んしの_まん

あたらす友（あく゛）んこいぬ

人てやとみらいんよ

変ラン変ラン何処（んざ）ヌガ変ラガ

（『西原民謡集」３３）
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［訳］北の果てに着くまで訪ねても、南の果てに着くまで訪ねても、あなたを

凌ぐ、大切な方を越える、人は探せないよ。

［資料124］

サーヨーイーサーヨーイー

にスんなツき－北の涯まで行き着いて

とうみりばまいよ－求めても

ぱいんなツき－南の涯まで行き着いて

とうみりばまいよ_い_ 求めても

ウゲあんしぬあなたのような

たウきゃんしぬ－人のような

あぐていやにや－んによ_ 見当たらないよ

（『城辺町史』２５）

「アグ同年の友だち。同輩｡」

［訳］北の果てに着くまで訪ねても、南の果てに着くまで訪ねても、あなたを

凌ぐ、－人を凌ぐ、恋人はいないよ。

［資料125］

北（んす）んなつき、とみりばまいよ北の果まで探し求めても

南（ぱい）んなつき、とみりばまいよ南の極みまで探し求めても

かなしゃがまよ愛しい人よ

汝んくいぬよ、かなしゃんくいぬよお前のような、愛しい者ほどの

あぐてや無にや）んよ友達はいないよ

（『伊良部村史』５２）

［訳］北の果てに着くまで訪ねても、南の果てに着くまで探しても、愛しい人

よ、あなたを越える、愛しい人を越える、恋人はいないよ。

[資料126］

サーヨーイーサーヨーイー

－６９－



にスんなツき－マーン北の涯まで行き着いて

とうみりばまいよ－求めても

ぱいんなツき－南の涯まで行き着いて

さがしばまいよ－い－ 探しても

ウヴあんにゆしぬマーンあなたのような

びきりやんしぬよ－男のような

かなしややにや－んによ－ カナシャは見当たらないよ

（｢城辺町史』２２）

「たとえ北の涯、南の涯とあちこちさがし求めたとしても、私にとってあな

たほど恋しい男`性は、まず他には見当たらないだろう。世界中であなたが一番、

という趣意の歌で、婚礼歌の一つ｡」

［訳］北の果てに着くまで訪ねても、南の果てに着くまで探しても、あなたを

凌ぐ、男を凌ぐ、愛しい人はいないよ。

[資料127］

にスんなツき－マーン

とうみりばまいよ－

ぱいんにゆむどうり

さがしばまいよ－い－

ま－んによ_い－

ウう゛あんにゆしぬマーン

びきりやんにゆしぬ

びきりやてや－

にゃ－んによ－い－

ウラあとうがみや－ま－ん

びきりやとうがみや－

いらゆ

ばや－よ一い－

ま－すやふあいまい

北の涯まで行き着いて

求めても

南の涯まで戻って

探しても

まことに

あなたのような

男のような

男は

見当たらないよ

あなたと一緒なら

男と一緒なら

まことに

私は

塩をなめてでも

－７０－



すからやぬみまい 塩水を飲んででも

くらスとうす－でいよ－暮らすことができるよ

（『城辺町史』２８）

［訳］北の果てに着くまで訪ねても、南の果てに着くまで探しても、あなたを

凌ぐ、男を凌ぐ、愛しい人はいないよ。あなたといっしょなら、男といっしょ

なら、私は塩をなめてでも、塩水を飲んででも、暮らすことができるよ。

［資料128］

みやくかなぎイラマン 宮古中をそれ

とうみるばまいマーンニョー 求めてもまことに

くにとうゆなぎ国中を

さがしばまい 探しても

マーンニョーイ_まことに

ウゲあんしぬマーンあなたのような

たウきゃんしぬ－人のような

びきりやちや－にゃ－んによ－ 男性は見当たらないよ

（『城辺町史』２７）

［訳］宮古中を探しても、国中を探しても、あなたを凌ぐ、一人のお方を凌ぐ、

男はいないよ。

讃美する相手ほどに美しい人を探すのはとても困難なことである。その困難

さを夏の日照りの中で蝸牛を探すことに対比する表現がある。夏の日照りの中

で蝸牛を探し出すような困難をおしても、なおあなたのような美しい人を探し

出すことはできない、という形で相手を絶賛し愛を確認する。

［資料129］

なツびゃ-イぬイラマーン夏の日照り下で

ムーなとうみにゃ_んによ_かたつむりをさがすように

いスむ－なうとうみにや－んでんでんむしをさがすように

とうみるぱまよ_い－ 苦労してさがしても

－７１－



ウヴあんゆしぬマーンあなたのような

あばらぎぶなりやがまていや美しい女性は

とうみらるんよ－見当たらないよ

（『城辺町史』７０）

［訳］夏の日照りのもとで、かたつむりを探すように、でんでんむしを探すよ

うに、苦労して探してみても、あなたを越える、美しい乙女は探せないよ。

(2)航海能力

空を飛ぶ鳥が越えられないような大海でも、自分の愛する人の船は越えて行

けると讃美する形で、愛を確認する表現がある。空を飛翔する鳥の能力と船を

操る恋人の航海能力を対比し、自分の恋人の能力をよしとするものである。な

お、「あご」という単語には「友人・仲間」の意味もあり、そう解釈すると

｢友情の歌」になるが、この歌について、田島利三郎の『宮古島の歌』の注に

｢愛する人」とある。これにしたがって「恋の歌」と解釈した。

［資料130］

飛鳥が飛や越えん飛鳥の飛び越えないような

大海よまいやうい 大海をも

ばんがあごのふれのがみどわたしの友の船ばかりは

ぺりこえすやうい 走り越すよ

（『南島歌謡大成Ⅲ宮古篇』「宮古島の歌」たうがね53）

［訳］空を飛ぶ鳥が飛び越えられない大海でも、私の恋人の船だけは走り越え

るよ。

[資料131］

とうびぃとうりやが

とうびや一くいん

うぷとうゆまいヨーイ

ばんがあく゛い

ふにぬがみどぅ

飛ぶ鳥が

飛び越えられない

大渡く大海〉さえも、

私の友だちの

舟だけは

－７２－



びりくいイヨーイ走り越えている。

（『宮古のフォークロア』「即興歌トーガニ」１４）

［訳］空を飛ぶ鳥が飛び越えられない大海でも、私の恋人の船だけは走り越え

るよ。

５秘密

秘密の歌は①二人の関係を秘密にする約束、②心の奥底を見せる、などとい

う心を表現する。

(1)二人の関係を秘密にする約束

たとえ、どんなことがあっても、二人の関係を他人に口外しないようにと、

相手の女`性に依頼する歌である。海底の瀬が干上がるような、不可能なできご

とがかりに起こったとしても二人の秘密を守り合おう、と愛の確認をするもの

である。

［資料132］

海（いむ）の瀬（せ）の海の瀬が

あらいでとんまいよ表わに出るまでも

底（そつのよ瀬（せ）の底の瀬が

ぷかいでとんまいやうい 外に出るまでも

うわ゛とばんとが お前とわたしとは

よなかごとよし〕でんよ夜半ごとに出まわることだよ

すまりやよ恋人よ

（『南島歌謡大成Ⅲ宮古篇』「宮古島の歌」たうがね58）

［訳］海の瀬があらわれ出ても、海底の瀬が外に出ても、あなたと私の夜中の

ことはあらわれないようにしようね、愛しい人よ。

(2)心の奥底を見せる

心の奥底まで男性にさらけだして愛を確認する女性を杼情主体にした歌であ

－７３－



る。両親にも見せたことのない、心の奥深いところまで相手の男性に見せてし

まったことが愛の証明になる。なお、類歌について『城辺町史』は「バタヌユー

ナカガミ「腹の中まで｣。女陰を暗示している｡」「ヤイガスクガミ「八

重の底まで｣。女陰を暗示している｡」と「腹の中」「八重の底」を「女陰」を

暗示すると説明しているが、うがちすぎではないか。「心の奥底」でよいと考

える。

［資料133］

あさんなみしんとうくるユまい 父に見せない所まで、

ムまんなみしんとうくるユまいヨイ母に見せない所まで、

っヴあんにやりどう あなたにだから、

なきいなきいとう 泣く泣く

あきみしゆ_イヨーイ開けて見せた。

（『宮古のフォークロア』「即興歌トーガニ」８）

［訳］父にも見せない所までも、母にも見せない所までも、あなただから、泣

く泣く開けて見せたのです。

［資料134］

うやムまいみしんにゆ－ 父にも見せたことのない

ばたぬゆ－なかがみまいよ－腹の中までも

あんなムまいみしんにゆ_ 母にも見せたことのない

やいがすくがみまいよ_い－八重の底までも

ウヲあんやりばどう あなたであるからこそ

すまりやんやりばどうスマリヤであるからこそ

あきやみしイよ－広げて見せるのだ

（『城辺町史』７２）

［訳］父にさえ見せたことのない腹の中までも、母にさえ見せたことのない

心の奥底まで、あなただから、愛しい人だから、開けて見せるのです。

－７４－



［資料135］

ムまんなみしや－み－ん母にも見せたことのない

ばたぬなか腹の中を、

あさんなみしやみ_ん父にも見せたことのない

やいがすぐ（心の）奥底を、

っヴあんやたりや－どう あなたにだから、

あたらすいかなしゃんやたりや－どう かわいい愛しい人にだから

あきみし_にゃ_ん開けて見せたのだ。

（『宮古のフォークロア』「即興歌トーガニ」９）

［訳］母にも見せたことのない腹の中を、父にも見せたことのない心の奥底を、

あなただから、いとおしい、愛しい人だから、開けて見せたのです。

６愛の不変

不変の歌は①あなたをずっと愛す、②いつまでも向かい合っていよう、③心

は変わらない、④二人の縁は切れない、などという心を表現する。

(1)あなたをずっと愛す

三線や胡弓などの楽器への惚れこみと、相手の女性への思いを対比し、楽器

にたいする思いは一夜限りにすぎない、あなたにはこの世がある限り（百年）

惚れ続けると、惚れ方の対照性を通して、相手への愛の不変を確認する歌であ

る。

［資料136］

さんしんがまんな三線には

しとうゆがふり一夜だけ惚れる

く－きよ－がまんな胡弓に1ま

かたゆがふり片夜だけ惚れる

っヴあんかいやま_んあなたにはねえ

くいゆぬあるなぎこの世のある限り

－７５－



ふりどうういよ－’惚れていよう

（『南島歌謡大成Ⅲ宮古篇』「トーガニ32｣）

［訳］三線に惚れるのは一夜だけである。胡弓に惚れるの片夜だけである。あ

なたには、ああ、この世のある限り惚れているよ。

［資料137］

さんしんがまんなピとうゆがぶりだら三味線には一夜だけ!惚れる

なかづるがまんなふたゆがぶりだら中三絃の糸には二夜だけ惚れる

かなしゃがまようりやピきうズそれを弾いている

にしゃやんかいやむむていがぶりだらあなたには百年も惚れていよう

かなしやがまよ

（『五線譜のあやぐ』３７）

［訳］三線には一夜の`惚れであるよ、中弦の糸には二夜の'惚れであるよ｡愛し

い人よ、それを弾いている若者には百年の`惚れであるよ、愛しい人よ。

(2)いつまでも向かい合っていよう

二人は死ぬまで－体である、死ぬまで心が向かい合っていよう、この世が続

く限り向かい合っていようという、類歌群がある。これらは、松の葉が枯れ落

ちても一つである状態と対比され、二人の関係もそのようにありたいと愛を確

認しあっている。

［資料138］

まツぎがぱ－やいらま－ん松木の双葉は

す－んざきむいよ－うらやましい限りだ

かりうていきや－まい 枯れて落ちるまで

まウきゃ-どうりよ_い_ 向き合ったまま

ウう゛あとうゆばんとうまいあなたと私も

みや－くとうなぎなこの世がある限り

まウきゃ－どうす－でいよ－向き合って暮らすつもりだ

（『城辺町史』６７）

－７６－



［訳］松の木の葉は羨ましいものだ、枯れ落ちるまで向かい合っている。あな

たと私もこの世がある限り向かい合っていようよ。

［資料139］

松の葉やそんざぎも－ぬよ

枯りや落（う）てんきやまい

前けや－どう－いよ－い－

自分達（どゆた）まい－宮古と長げ

前きやどう－い_よ－

サーヨ宮古卜長ヌ夫婦美ギサー

（『西原民謡集』５１）

［訳］松の木の葉は羨ましいものだ、枯れ落ちるまで向かい合っている。私達

も宮古の続く限り向かい合っていようよ。

［資料140］

まつぎがば－やすうんざきむぬ松の木の葉は羨ましいもの

かりうてぃズきゃまい 枯れ落ちるまで

まヴきゃ－どうズよ向かいあったまま

ばんたまいみや－くとうなぎわたしたちも島のある限り

まヴきゃ－どぅずよ向かいあっていようよ

（『五線譜のあやぐ』２）

［訳］松の木の葉は羨ましいものだ、枯れ落ちるまで向かい合っている。私達

もこの世のある限り向かい合っていようよ。

[資料141］

まつぎぬＩま－やすうんじゃなむいよ

かりうてぃズきゃまい

まウきゃ－どうズど－

かなしゃがまよどうゆたまい

松の葉は羨ましいものよ

枯れ落ちるまでも

向かい合っている

わたし達も
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みや－くとうなぎやこの世のある限り

まウきゃ－どうズど－向かい合って（睦まじく）いよう

かなしゃがまよ愛する人よ

（『五線譜のあやぐ』２９）

［訳］松の木の葉は羨ましいものだ、枯れ落ちるまで向かい合っている。愛し

い人よ、私達もこの世のある限り向かい合っていようよ、愛しい人よ。

［資料142］

まツぎがばやマーン松木の双葉は

す－ざきむいよ－うらやましい限りだ

かり－うていきや－まい 枯れて落ちるまで

まウきゃどう 向き合って

しゆ－イよ－い－いるよ

ばんたゆまいんにどうキ私たちもまことに

みや－くとうなぎんなこの世がある限り

まウきゃどう 向き合って

しゅ一らでいよ－生きていこうよ

（『城辺町史』４１）

［訳］松の木の葉は羨ましいものだ、枯れ落ちるまで向かい合っている。私達

もこの世のある限り向かい合っていようよ。

[資料143］

まつぎぬば－やすうざぎむぬ松の葉はうらやましいものよ

かりうとスきゃ 前向きに居るよ

まうきやどうそうでいよ前向きに居るよ

ばんたまいみやくとうなぎ私達も宮古のあるかぎり

まうきやどうそうでいよ仲よく離れないで前向きに居たいよ

（『平良市史』トーガニ12）

[訳］松の葉は羨ましいものだ。枯れ落ちるまで向き合っている。私達も宮古
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の続く限り向き合っていようよ。

『城辺町史』は次の事例について「夫婦和合のシンボルとされる琉球松の双

葉。さて、松の双葉はうらやましい限りだ。枯れて落ちるまで、その向き合う

形は変わらない。私たち夫婦も、いつまでも睦まじく向き合って、幸せに暮ら

していこう。婚礼歌｡」と説明している。恋人と夫婦の距離ははかりがたいも

のがある。また、婚礼歌と相愛の不変の歌も近い関係にあることを示している。

［資料144］

サーヨーイーサーヨーイー

まツぎがぱ－やマーン松木の双葉は

すムざきむいよ－うらやましいこと

かり－うてぃイきゃ－まい 枯れて落ちるまで

まウきゃ_どう－りよ_い－ 向き合ったまま

ばんたゆまいマーン私たちも

みや－くとうな－ぎこの世がある限り

まウきゃどうす－でいよ－向き合って暮らしていこうよ

（『城辺町史』４０）

［訳］松の木の葉は羨ましいものだ、枯れ落ちるまで向かい合っている。私

達もこの世のある限り向かい合っていようよ。

[資料145］

まチぬふあがまやシんざぎむぬ

さり_うち－きゃまい

まうきゃ－どうい

どうゆたまい

くぬゆぬあるなぎ

しきんぬあるなぎ

まうきゃどうい

（『南島歌謡大成Ⅲ宮古篇』「トーガニ27｣）

松の葉は羨ましいものだ

枯れ落ちるまでも

抱き合っている

わたしたちも

この世のある限り

世間のある限り

抱き合っていよう
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［訳］松の葉は羨ましいものだ。枯れ落ちるまで向き合っている。自分達も、

この世のある限り、世間のある限り、向き合っていよう。

［資料146］

まツぎがばや松木の双葉は

っんざぎむぬうらやましい限りだ

イラユマーンニョー それまことに

あいうていきや－まい 枯れて落ちるまで

まウきゃ_どう－リよ－い－ 向き合ったまま

どう－た－まいマーン私たちも

くにとうゆな－ぎ－この世がある限り

まつぁ－きだ一ら－よ－一緒のままだよ

（『城辺町史』４３）

［訳］松の木の葉は羨ましいものだ、枯れ落ちるまで向かい合っている。自分

達もこの世のある限りいっしょだよ。

［資料147］

サーヨーイーサーヨーイー

まツぎがばやゆマーン松木の双葉は

すんざぎむいよ_うらやましい限りだ

かりうていきや－まい 枯れて落ちるまで

まウきゃ一とうイよ_い－ 向き合ったまま

ばんたゆまいゆマーン 私たちも

いツぬゆがみいつの世になっても

まウきゃ－とうイどう 向き合ったまま

す－でいよ－暮らしていこうよ

（『城辺町史』４２）

［訳］松の木の葉は羨ましいものだ、枯れ落ちるまで向かい合っている。私達

もいつの世までも向かい合っていようよ。
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［資料148］

まチぎがぱやすんざきむぬ松の木の葉は羨ましいもの

かりうてぃイきゃまい 枯れ落ちるまで

まうきゃどぅりよ向かい合ったままよ

ばんたまいシまとうなぎわたしたちも島のある限り

まうきゃどぅりよ向かい合っていようよ

（『南島歌謡大成Ⅲ宮古篇』「トーガニ74｣）

［訳］松の葉は羨ましいものだ。枯れ落ちるまで向き合っている。私達も村の

続く限り向き合っていようよ。

［資料149］

松木（まつき）が葉（ば）や松の木の葉は

すうんざのものよ羨ましいものよ

あいおてりぎやまい 枯れ落ちるまでも

まうけばどりよ相対しているよ

うわ｡んてまいよお前たちも

命（むのち）あるまで命のあるまで

まうきやばどりよ相対しておれよ

（『南島歌謡大成Ⅲ宮古篇』「宮古島の歌」たうがね59）

［訳］松の葉は羨ましいものだ。枯れ落ちるまで向き合っている。あなた（と

私）も命のある限り向き合っていよう。

[資料150］

まついぎ_がば一や

すんざなむぬ

かりうてぃイきゃ_まい

まヴきゃどうりヨイ

っヴあとうばんとうや

すいにうしイきゃがみ

松の木の葉は

うらやましいものだ。

枯れ落ちるまでも、

おたがいいっしょだ。

あなたと私は

死んでしまうまで、

－８１－



まヴきゃどうりヨイおたがいいっしょだ。

（『宮古のフォークロア』「即興歌トーガニ」６）

［訳］松の葉は羨ましいものだ。枯れ落ちるまで向き合っている。あなたと私

は死に失せるまで向き合っていよう。

［資料151］

サーユ

まつがば－どうムま松の葉でさえも、

いらゆがかなしやユ ねえ愛しい人よ。

あいうていりきゃがみこぼれ落ちるまで、

ぴぃとうみどうやりユー心同体である。

っヴあとうばんとうまい あなたと私も、

ぐくらくいすいまがみ極楽の島まで、

ぴぃとうみどぅやりユー心同体である。

（『宮古のフォークロア』「即興歌トーガニ」７）

［訳］松の葉は、ねえ愛しい人よ。枯れ落ちるまで一身である。あなたと私も

極楽の島まで一身である。

いつまでも向かい合っていたい、という二人の愛に対比する事象として、奥

山のアダンを用いることがある。奥深い山の中で人知れず実りやがて落ちるア

ダンの実であるが、これらは熟するときも落ちるときもいっしょである。二人

の関係もそうありたい、と確認する歌である。

［資料152］

ふかやまのあだんのにや_んよ深山の（奥山の）アダンの実のように

ぴとんなみいやみいん人に見られることのない

あだんのにゃ－んどよアダンの実の如く

おてばんぴとみ落ちるときも一緒

あいばんまぞな熟するも一緒

まぞなどならでいよ一緒になろうよ

－８２－



（『伊良部村史』２５）

［訳］深山のアダンの実のように、人に見られることのないアダンの実のよう

に、落ちるときもいっしょ、熟して零れ落ちるときもいっしょ、いっしょにな

ろうよ。

東の空にあらわれて、毎日人が向き合っている太陽や月を比嶮表現として用

いて、それらに向き合うように、二人もいつも顔を向き合わせていたいと愛を

確認する歌である。

［資料153］

あがりやンみやまり。昇っていらっしゃる

てぃだがなすぬしやくよお日様や

あがズんなたかまり。つつがなすぬしやくよお月様のように

きゅうんあつあんみんきゃいてや-などぅ今日も明日も向い合い

みどうりやいてや－んどううり゜ぶすぬ顔をあわせてばかりいたい

かなすむいよ愛する者よ

（『五線譜のあやぐ』１３）

［訳］上がっていらっしゃる太陽のように、東に立ち上っていらっしゃる月の

ように、今日も明日も、向かい合ってばかり、見詰め合ってばかりいたい、愛

しい人よ。

(3)心は変わらない

島が朽ちるとか、海底が干上がるなどの、ありえない事態が起こったとして

も相手への愛は不変であると言う形で愛を確認する歌がある。

［資料154］

スまいにぬま－ん島の根が

ふうちイとうムまいよ－朽ちはてたとしても

いムぬゆあうすい海の青潮が

ズばだとうならばまいよ－い－地肌となったとしても

かなしゃぬやばでいし_カナシャの柔ら手で

かウだきくくるや抱いた心は

－８３－



カコわイていやにゃ－んによ－ 変わることはないよ

（『城辺町史』５９）

［訳］島の根石が朽ちることがあっても、大海の瀬が地肌となっても、愛しい

人の柔らかい手で抱く心は変わることはないよ。

［資料155］

島ぬ根石（にいす）ぬ島の根石の

くちゆるく゛とんまい くちはてるとも

青潮（あうそ）ぬ海瀬（いんし）ぬ青潮の底石が

地肌（ずＩまだ）とならばまい 陸地に変ろうとも

かなしやい柔手（や}までい）ゆ愛しい人の柔はだを

かい抱く心（くくる）や掻き抱く私の心は

かわいちゃ無（にや一）ん変わりはしないよ

（『伊良部村史』３６）

［訳］島の根石が揺るぐことがあっても、大海の瀬が地肌となっても、愛しい

人の柔らかい手を抱く心は変わることはないよ。

［資料156］

島（すま）の根石（ねいす）の

くちゆるぐとんまし』よ

青潮（あをそ）が海潮（いんそ）の

地（ち）ばだとならばまし］よ

可愛者（かなしや）が白手（しるて）の

かい抱（だ）く心や

変（かは）るちヤ無（にや）んよ

（『註輝曲譜附宮古民謡集」１２）

［訳］島の根石が揺るぐことがあっても、大海の瀬が地肌となっても、愛しい

人の白い手で抱く心は変わることはないよ。

－８４－



［資料157］

シまいにぬ島の根が

くちゆるきとんまい 朽ち果てても

お＿すがいんすい青潮が海の潮が

ジばだとうならまい 地肌となっても

かなしやがしるていぬかいだキ可愛い者の白い手のように

くくるやかわイちやＩこやん心は変わることはないよ

（『南島歌謡大成Ⅲ宮古篇』「トーガニ95｣）

［訳］島の根が朽ち果てても、青潮が、海の潮が干上がって地肌があらわれた

としても、愛しい女の白い手のように、まっ白い心が変わることはないよ。

［資料158］

島の根石の小揺ぐ(くちゆるず)とんまいョ島の地中の岩が小揺ぎするとも

青潮（あうそ）の海瀬（いんし）の青海原の底が

地肌（ずばだ）とならばまいョ 干上がって陸地となろうとも

可愛者（かなしや）の柔（やば）手ゆ愛するお前を

かい抱くズ心や 抱きしめる心には

変るちゃ無あんョ 何のかわりもないよ

（『宮古民謡選集』４）

［訳］島の根石が揺るぐことがあっても、大海の瀬が地肌となっても、愛しい

人の柔らかい手を抱く心は変わることはないよ。

二人の心が変わらないことをあらわすために、対比する事象として北極星を

用いることがある。北極星の位置の不変'性と二人の愛'情を同類のものとして確

認する歌である。

［資料159］

なつふゆかわらん｝このぱのぽすがま－

ふもりていやにゃんぴてつ－ぼすがまよ－

うあとよ－ばんとまい

－８５－



ぴてつぼすのにやんど

つむのかわりていやあらでんま－んよ－

（『伊良部郷士誌」９）

（大意）

北極星が、同じ位置にある様に、二人の愛情も、この星の様に変らない。

［訳］夏冬変わらない北極星よ、曇ることのない一つ星よ、あなたと私も一つ

星のように心の変わることはないよ。

［資料160］

なつふゆかわらぬ 夏冬変らない

にのばのぽすがまよ北の星よ（北極星）

ふもりていやにや_ん曇ることのない

ぴてつ、ぼすがまよ一つ星よ

ヴあとよ｣まんとまい 君と僕は

ぴとつぼすにゃ－んど一つ星の如く

つむぬかわりていや心がわりが

あらでんま－んよあってなろうか

（『伊良部村史』９）

［訳］夏冬変わらない北極星よ、曇ることのない一つ星よあなたと私も一つ

星のように心の変わることはないよ。

二人の変わらない愛」情を表現する時間状況として、「宮古のある限り」とい

う形を用いることがある。宮古には｢この世｣という意味があるので、この世が

ある限り永遠に愛し合うことを確認する歌になる。

［資料161］

みや_くとうなぎあらばまいよ私たちがこの世のある限り生きていても

すまとうゆぬなぎあるらばまいよ島のある限り生きていても

かなしゃがまよつむ力〕わズていやいとしい人よ心が変わる

ンみぬはなりていや心がはなれるということは

－８６－



にや－んばずど－ないであろう

かなしやがまよ

（『五線譜のあやぐ』２８）

［訳］宮古のある限り、島のある限り、愛しい人よ、心が変わることは、胸の

思いの離れることはないはずだよ、愛しい人よ。

［資料162］

みやくとうなぎやらばまいヨー 宮古がある限りであっても

しいまとうなぎやらばまいヨー島のある限りであっても

ちいむぬかわいていや肝（心）が変わることは

んみぬかわいていやあらでいんまいヨー胸（心）が変わることは

ありえない

（『日本民謡大観』１２）

［訳］宮古のある限り、島のある限り、心が変わることは、胸の思いの変わる

ことはないよ。

［資料163］

さ－よいく以下略〉〈ハヤシ〉

みやことなぎやらさばまい 宮古が永遠に存在しても

シま卜なぎやらさばまい 島が永久にあっても

チむカロわい心が変わる

んみノカ】わイてぃ－や胸く気持ち〉が変わるということは

あらでいんまいよ_あるまいよ

（『南島歌謡大成Ⅲ宮古篇』「トーガニ11｣）

［訳］宮古が永遠に続く限り、島が永久に続く限り、心が変わることは、胸内

が変わることはないでしょうよ。

心が変わらない理由を「あなたの母の諭しで夫婦になったのだから」と説明

する歌がある。親の教えに忠実であることは美徳であり、それに従って心変わ

－８７－



りするはずはないという愛の確認である。

［資料164］

君どが母が－どいらよ可愛者よ

我んとどういなてど諭しうらも－ぬ－よ

君と我んと一が肝ぬ変わいて－や無やんよ－

（『西原民謡集』２６）

［訳］あなたの母親が私といっしょになりなさいと諭したのだから、あなたと

私は心が変わることはないよ。

(4)二人の縁は切れない

二人の縁を対比する事象として鉄線を用いる歌がある。鉄線のように切れな

いものがたとえ切れて離れることがあったとしても、二人の縁はそうはならな

いと、愛の不変を確認するのである。

［資料165］

ふふうかにばすのつりいのつとむまいよ

なないむでてがIこのつりいのつとむまい

うわとばんとがむすびうついんな－つりいやのかんよ￣

（『伊良部郷士誌』２９）

（大意）

鉄線が切れて離れても、貴女と私が誓った縁は離れることはないとの意

［訳］鉄線が切れて離れても、七重に曲がる指輪が切れて離れるとも、あなた

と私とが結んでおいた縁は切れて離れることはないよ。

[資料166］

ふふうかにばすのつつってんまいよ

なない、むで、てがに－

つりいのつとむまいよ

うわとばんとが

むすぶうつ、いんな

鉄線が切れても

七重にまがる指輪でさえも

切れ離れても

君と僕とは

結んである縁は

－８８－



つりいやの力】んよ切れて離れることはないよ

（『伊良部村史』２９）

［訳］鉄線が切れても、七重に曲がる指輪が切れて離れるとも、あなたと私と

が結んでおいた縁は切れて離れることはないよ。

第二節一時的な離別

一時的な離別の歌は、１離れている、２通う、３待つ、４会う、５離れてい

く、などの局面の心を表現するが、これらはさらに微細な部分に区分される。

一時的な離別の状況にあるときは、「愛の葛藤」の歌と同様に否定的な感'情を

表現することが多い。

１離れている

離れている局面の歌は①道を忘れる、②一夜も離れることが出来ない、③伝

言、などという心を表現する。

(1)道を忘れる

一夜、二夜の僅かの間も逢わなければ、時がずいぶん経過したように思え、

また通った道も忘れるようだと、－時でも離れていることで時や場所の感覚が

狂ってしまうことを誇張的に表現している。会いたくても会えない切なさを誇

張する歌である。

［資料167］

ひと夜めだか一夜見なければ

とかばつかみいんだけ十日二十日見ぬほどに

ふた夜みだか二夜見ないと

かようたるむつがみ通った道まで

ばつしりしゃくやうい 忘れるほどになった

（『南島歌謡大成Ⅲ宮古篇』「宮古島の歌」たうがね89）

［訳］一夜見ないと十日も二十日も見ないようだ。二夜見ないと通った道まで

－８９－



忘れるほどだよ。

［資料168］

ぴぃとうゆ－み_だか一夜見なかったら

とうかばつぃか十日も二十日も

み－んだき見なかったようだ

ふたゆ_み－だか 二夜見なかったら

かゆ_たるムついがみ通った道まで

ばつしイしゃくヨーイ忘れるほどだ。

（『宮古のフォークロア』「即興歌トーガニ」２１）

［訳］一夜見ないと十日も二十日も見ないようだ。二夜見ないと通った道まで

忘れるほどだよ。

(2)一夜も離れることが出来ない

次の事例は、上句の意味がわからず、解釈が未確定である。下句を「一夜の

離れ、片夜の離れもできない」と解釈すれば、「女を愛したために一夜も離れ

ることが出来なくなってしまった」心情を表現したものと考えられる。

［資料169］

とりぴごりぶれんそまり底冷えの寒さが骨にまでしみ

あごとまいのやうい あごまで止まって

ぴとよののき一夜の語り

かた夜のしられりのやうい 片夜の話もされるものか（されない）

（『南島歌謡大成Ⅲ宮古篇』「宮古島の歌」たうがね63）

［訳］底冷えした骨もあなたの愛に染まり、あなたとは＿夜の退き、片夜の退

きも出来なくなってしまった。

[資料170］

とりぴごり。ぶれんそまり。

あごとまいのやうい

－９０－



ぴとよののき゜

かた夜のぱなれしられけのやうい

（田島利三郎『宮古島の歌』６１）

［訳］底冷えした骨もあなたの愛に染まり、あなたとは一夜の退き、片夜の退

きも出来なくなってしまった。

(3)伝言

離れている状況の中で、コミュニケーションをとる手段として雲に思いを託

そうという歌がある。雲が物言うものであるなら、手紙を託して交信するのだ

が、という思いである。なお、『伊良部村史』は、「ざお」を「情」と訳してい

るが、手紙の意味の「状」ではないだろうか。

［資料171］

かのふむがまのあの雲が

ものずものやらば_物言うものであったならば

しらくもがまの白雲が

ものずものやらば話すことができるならば

しるかみがまんな白い紙に

ざおやかきいうとい‘情をかきおいて

おりんどそれに

むつあさよ_持たせてやりたいものを

（『伊良部村史』５）

［訳］あの雲が物を言うものであったならば、白雲が物を言うものであったな

らば、白紙に手紙を書いて、雲に持たせるのだが。

２通う

通う局面の歌は①家族への発覚を恐れる、②通う辛さ、③通う喜び、④会え

ない空しさ、などという心を表現する。

－９１－



(1)家族への発覚を恐れる

恋人のもとに通うときには、人目を避けることになるが、それが相手の家族

のばあいがある。次の事例は、「二人の関係を家人に知られたくないので、自

分が忍んで行く夕暮れ時には、音の立たない莚の戸を下げて待っていてくれ」

と頼む心情を表現している。

［資料172］

夕凪（ゆうどり）がまんな夕凪には

イラ可愛者（かなしや）ョ 愛しい人よ

板戸（ばすやど）がまや板戸は

音高かりあョ 音高くあれば（之を廃して）

鳴らぬ戸（と）鳴らぬ戸を

莚（むしる）の戸ゆ莚の戸を

下げ待ち居れョ 下げ坐して待ってをれよ

（『宮古民謡選集』５）

［訳］夕凪の頃には、ああ愛しい人よ、板の戸は音が高いよ、鳴らない戸を、

莚の戸を、下げて待っていてくれ。

［資料173］

ゆ－どりがまんな夕なぎには

しちよかなしゃよ可愛者よ

やどうばすがまヤ板戸は

うとだかかりやよ－い 音が高いから

ならんやどま－ん音のでない（鳴らない）

むするやどうゆ莚を戸の代りに（莚戸）

さぎまちうりよ－下げて待っていなさい

（『平良市史』トーガニ４）

［訳］夕凪の頃には、ああ愛しい人よ、板の戸は音が高いよ、鳴らない戸を、

莚の戸を、下げて待っていてくれ。

－９２－



［資料174］

夕凪（ゆうどり）がまんな

イラ可愛者（かなしや）よ

板戸（ばすやど）がまや

音高（おとだか）かりヤよ

鳴（な）らぬ戸（やど）ゆ

莚（むしる）ユ戸（やど）

下（さ）ぎ侍（ま）ち居（を）りよ

（『註輝曲譜附宮古民謡集』１３）

［訳］夕凪の頃には、ああ愛しい人よ、板の戸は音が高いよ、鳴らない戸を、

莚の戸を、下げて待っていてくれ。

［資料175］

サーヨーイサーヨーイ

ゆ－うどうりがまんな夕凪ぎの時には

イラユカナシュユーアアヨー愛シイ者ヨ

やどぅがちぃがまんヨー 板戸は

うとうだかかりやヨー 音が高いので

イーならんやど－イー鳴らない戸の

むしるやとうり莚（むしろ）を取って

さぎまちゆりヨー 下げて待っていなさい

（『日本民謡大観」２５）

［訳］夕凪の頃には、ああ愛しい人よ、板の戸は音が高いよ、鳴らない戸を、

莚を取って、下げて待っていてくれ。

[資料176］

ゆどうりがまんな

いらゆかなしや

いつぁやどうがまや

夕凪どきには

ねえ可愛い者よ

板戸は

－９３－



なジだかかりや きしむ音が高いので

ならんやどう （音の）鳴らない戸

むしるやどう 筵の戸を

さぎまちうりおろして待っていなさい

（『南島歌謡大成Ⅲ宮古篇』「トーガニ87｣）

［訳］夕凪の頃には、ねえ愛しい人よ、板戸は音が高いので、鳴らない戸を、

筵の戸を下げて待っていてくれ。

［資料177］

ゆ－どうりゃがまんな夕凪どきには

いらよ－かなしゃ ねえ愛しい人よ

ぱシやどうがまや木の戸よ

うとぅだかかりやよ－音が高いので

ならんやどうぬ（音の）鳴らない戸の

むしるぬやどうゆ筵の戸をおろして

さぎ－まてい－うりよ（わたしの来訪を）待っていなさい

（『南島歌謡大成Ⅲ宮古篇』「トーガニ18｣）

［訳］夕凪の頃には、ねえ愛しい人よ、木の戸は音が高いので、鳴らない戸を、

筵の戸を下げて待っていてくれ。

[資料178］

ゆどうりがまんな夕凪どきには

いらゆかなしゃよねえ可愛い者よ

やどうばすがまや板戸は

うとうだかかりや－よ音高いから（音の）鳴らない

ならんやどうむしるやどう戸薦の戸をおろして

さぎまちうりよ待っていて下さい

（『五線譜のあやぐ』１０）

[訳］夕暮れ時には、ああ愛しい人よ、板の戸は音が高いよ、鳴らない戸を、

－９４－



莚の戸を、下げて待っていてくれ。

［資料179］

ゆ－どうりがまんな夕凪のときには

いらゆかなしや－よ_ねえカナシャよ

やどぅばスがまや板戸は

うとうだかかりや－よ－い－音高くあるから

ならんにゆやどう－ 鳴らない戸を

マーンむつすやどうゆ－それむしろの戸を

さぎまちうりよ－吊して待っておれよ

（『城辺町史』６０）

［訳］夕凪の頃には、ああ愛しい人よ、板の戸は音が高いよ、鳴らない戸を、

莚の戸を、下げて待っていてくれ。

［資料180］

サーヨーイ

夜静（ゆ－どり）がまんないらよ可愛者－よ

Ｉよす雨戸（やど）がまの－

音（なり）だかかりやよ－い－むしろ屋戸一ま＿ん

ならん屋戸一ゆ下（さ）げ待一ちよ_れ_よ－

（『西原民謡集』３８）

［訳］夕凪の頃には、ああ愛しい人よ、板の戸は音が高いよ、莚の戸を、鳴ら

ない戸を、下げて待っていてくれ。

[資料181］

夕凪（ゆうどり）がまんな

イラユカナシヤヨ

板戸（ばすやど）がまや

音高（うとだか）かかりやよ－い

夕凪のときには

ねえ、愛しい人よ

板戸は

音が高く、（他人に気づかれるから）

－９５－



鳴らん戸（やど）ゆ

筵戸（むしるやど）ゆ

下ぎ待ちゅうりよ

（『伊良部村史』３７）

［訳］夕凪の頃には、ああ愛しい人よ、

莚の戸を、下げて待っていてくれ。

鳴らないムシロ戸を

ムシロ戸を

下げて待っていておくれ

板の戸は音が高いよ、鳴らない戸を、

［資料182］

とり－のよ_んないらよがぶなりやがま

ばす－やどがまのなりだかかりやあよ

ならんがやどよ－むしろがやどよ－

さぎま一ちうりいよ－

（『伊良部郷士誌』２４）

（大意）

雨戸は音が高いので、筵を下げて、待っていなさいとの意

［訳］凪の夜には、ああ乙女よ、板の戸は音が高いよ、鳴らない戸を、莚の戸

を、下げて待っていてくれ。

［資料183］

とりのよ－んな

いらよぶなりやがまよ

ばすやどがまや

なりだかかりやよ

ならんがやどよ

むしろがやどよ

さぎまちゅうりよ

（『伊良部村史』２２）

［訳］凪の夜には、ああ乙女よ、

を、下げて待っていてくれ。

凪の夜には

愛しい乙女よ

板戸は

音が高いから

音の立たない戸の

筵戸を

下げて待っていてくれよ

板の戸は音が高いよ、鳴らない戸を、莚の戸

－９６－



(2)通う辛さ（休む瀬があればいいのに）

宮古島の平良から伊良部島にいる女のもとに舟で通うのであるが、途中に漕

ぎ疲れた体を休める干瀬があればと願う心情を表現している。海が男女を隔て

ているが、その障害も干瀬があればなんとか克服することができるのにという

願いである。

［資料184］

ヤイヤーヨーヤイヤーヨー

いらぶとうがヨーばしがまんユなヨー伊良部島との間には

がまんユなヨー

ぱなりユーとうがばしがまんなヨー離れ(伊良部島の異称)との間には

イーばたいいじの－ま－んイー渡り瀬がほんとに

ゆくいいユじ－ぬあたつらむぬヨー憩い瀬があったらよいのに

（『日本民謡大観』２３）

［訳］伊良部島との間には、離れ島との間には、渡り瀬が、憩う瀬が、あれば

いいのだが。

［資料185］

いらぶとうがばしがまんな伊良部島との間には

ぱなりゆとうがばしがまんな離れ島との間には

ばたジじぬ渡る瀬が

ゆくジじぬ休む瀬が

あていあなむぬあるよ

（『南島歌謡大成Ⅲ宮古篇』「トーガニ84｣）

［訳］伊良部島との間には、離れ島との間には、渡り瀬が、憩う瀬が、あれば

いいのだが。

[資料186］

いらぶとうが

ばなりとうが

ばしがまんな

ばしがまんな

伊良部島との間には

離れ島との間には

－９７－



ばたズじ－ぬゆくズじ_ぬ渡り瀬が休む瀬が

あてや一なむいよあればよいのに

（『五線譜のあやぐ』４）

［訳］伊良部島との間には、離れ島との間には、渡り瀬が、憩う瀬が、あれば

いいのだが。

［資料187］

いらヴとがま－ん

ばしがまんなよ_

ぱなりゆとが

ばしがまんなよ_

ばたすしぬま－ん

ゆくうしい

あてぬむいよ－

（『平良市史』トーガニ１）

［訳］伊良部島との間には、

いいのだが。

伊良部との

間には

離との

間には

渡す瀬の

休む瀬の

あるとのことよ

離れ島との間には、渡り瀬が、憩う瀬が、あれば

[資料188］

サーヨーイ

伊良部（いらう）とがま_ん

間（ばいがまんなよ

離（ぱな）りとが

間がまんなよ

渡（ばた）す瀬（じ）のまん

休（ゆく）す瀬の）ぬ

あてあなむいよ

（『伊良部村史』３１）

[訳］伊良部島との間には、離れ島との間には、渡り瀬が、憩う瀬が、あれば

－９８－



いいのだが。

(3)通う喜び

愛する相手のもとに通うときには、心が浮き立つこともあり、そのときには、

どんな困難も気にならない。－歩歩くたびに石ころを蹴ってしまうようなひど

い道だが、私は愛しているのだから、なんの問題もなく通いとおすよ、どんな

に石ころ道であっても、舗装された道のように良く思われるよ、という心情を

表現している。

［資料189］

礫石（かいらいす）股毎（またかず）ん蹴（け）りあしまいよ

我（ばん）やりあど我伍（あぐ）やりあど通（かよ）ひ済（す）ますよ

（『註輝曲譜附宮古民謡集』２２）

［意課］石ころを－また毎に蹴散らしても（難儀な途を歩いても）われなれ

ばこそ愛人なればこそ、ひたすらに通ひつ蛍けてゐるよ･

［訳］一歩歩くたびに石ころを蹴散らしたとしても、私だから、友だから、ひ

たすらに通っているのだ。

［資料190］

野崎道（のざきんつ）石原道（いさらんつ）やりばまし〕よ

我（ばん）が恩（おも）ひ通（かよ）ちから莚（むしる）の上よ

（『註鐸曲譜附宮古民謡集』１８）

［意謹］野崎へ行く道は石ころ道であるけれど、私が（お前を）綴ふて通ふ

たら筵の上を行くやうな感がする。

［訳］野崎の道は石ころ道であっても、私が恋しい思いを抱いて通ったら、筵

の上を歩くようなものだ。

[資料191］

野崎道（のざアきむつ）

石原道（いさらむつ）ど

やりやまいやうい

野崎道

石道

であっても

－９９－



｜まがおもひ通ふちかあわが思いが通ったならば

おきなうさやうい小石で突き固めた石粉道である

（『南島歌謡大成Ⅲ宮古篇』「宮古島の歌」たうがね64）

［訳］野崎の道は石ころ道であるが、私が恋人を思って通う時は、きれいな石

道のようだ。

この嶺さえ越えたら、この谷さえ越えたら、彼女を抱いたのと同じだ、とい

う形で、はやる思い、通う喜びを表現する歌がある。

［資料192］

嶺（んみ）ゆであん谷（そく）ゆであん越（く）えちからよ

取（と）り置（う）くと抱（だ）き置（う）くと同（ゆ）のものよ

（『註鐸曲譜附宮古民謡集』17）

［意謹］嶺さへ谷さへ越したら、（お前を）引き寄せて抱き締めたも同じだ

よ。

［訳］嶺さえ、谷さえ、越えたなら、手に入れたのと、抱いたのと、同じだよ。

(4)会えない空しさ

約束をして通っていっても、なんらかの事情で会えないことがある。次の事

例は、「夜中の－時まで待っても女と会えずに帰った」空しさを表現している。

［資料193］

こ＞のつがみやァま九つの鐘く夜の十二時〉が鳴るまで

まちどをたり待っておったが

やつのかねのなりたりやァど八つの鐘く－時〉が鳴ったから

からがらとよのむつん空しく同じ道Ｉこ

かへりたりやうい 帰っていったよ

（『南島歌謡大成Ⅲ宮古篇』「宮古島の歌」たうがね94）

［訳］夜中の十二時までは待っていたが、一時になったので、空しく同じ道を

帰ったよ。

－１００－



３待つ

待つ局面の歌は①待つ緊張感、②待つ辛さ、③船を頼りに通ってほしい、④

ひたすら通ってほしい、⑤波を静めて招こう、⑥秘密、⑦抱きたい、などとい

う心を表現する。

(1)待つ緊張感

通って来る相手を心待ちにしているために、心は強く緊張している。次の事

例は「男性の訪れを待つ時に、大きな北風の音にも、ささやかなそよ風の音に

も過敏に反応する」女性の緊張感を表現している。

［資料194］

北風（にすかぜ）のおすばまい 北風が押してもく吹いても〉

さ〉めきやのおとればまいやうい （木の葉が）サッサッと落ちても

うわ゛びやむていどお前かと

あごびやむていど友かとぞ

おぷみなれやうい 大目になるよ（目を見張るよ）

（｢南島歌謡大成Ⅲ宮古篇』「宮古島の歌」たうがね66）

［訳］北風が吹いても、そよ風が吹いても、あなたではないだろうか、愛しい

人ではないだろうかと、目を見張ってしまうよ。

［資料195］

にすかＣがまいふきばまい 北風が吹いても

ささみきやがまいうしばまい ささめき風が押しても

うヴあびや－てい－どう あなたかと

かなしやびゃ－てぃどう 可愛い者ではないかと

うぶみなり心がときめくよ

（『五線譜のあやぐ」１２）

［訳］北風が吹いても、微かな風が吹いても、あなたではないかと、愛しい人

ではないかと、目を見張ってしまうよ。

－１０１－



［資料196］

にシかじがまいふきばまい 北風が吹いても

ささみきやがまいうしばまい そよ風が押しても

うヴあびやていどう お前かと

かなしやびゃてぃどう 可愛い者かと

うぶみなり思うことよ

（『南島歌謡大成Ⅲ宮古篇』「トーガニ88｣）

［訳］北風が吹いても、そよ風が吹いても、あなたではないだろうか、愛しい

人ではないだろうかと、目を見張ってしまうよ。

［資料197］

北風（にすかいがまい

吹きばまいよ

ささみきゃがまぬ

うさばまし』よ

貴女（ヴヴあ）びや－んでど

かなしやびゃ－んでど

うぶみなり居いよ

（『伊良部村史』４０）

［訳］北風が吹いても、微かな風が吹いても、

ではないかと、目を見張ってしまうよ。

北風が

吹いても

（ちょっとした）微風が

吹いても

貴方だろうかと

いとしいあなたかと

そわそわしておるのだよ

あなたではないかと、愛しい人

[資料198］

芥（あふた）のかさてい

あしるばまし」よ

木切（きなぎ）のごろてい

動（うゆ）けばまいよ

汝（うわ）びャあとマーン

足音（あすなら）びャあと
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驚（おどる）きヤ居（を）るよ

（『註鐸曲譜附宮古民謡集』９）

［訳］芥がカサと動いても、木切れが動いても、あなたではないかと、足音で

はないかと、驚いてしまうよ。

［資料199］

あふたぬかさていゆ芥がカサシと

うゆきばまいよ－動いても

き－きしがまい 木切れが

うゆきばまいよ－い_ 動いても

ウヴあびや_ていどぅマーンあなたではないかと

あスならびや－てぃどう 足音ではないかと

うどうるきうイよ－驚いているんだよ

（｢城辺町史」５８）

［訳］芥がカサと動いても、木切れが動いても、あなたではないかと、足音で

はないかと、驚いてしまうよ。

［資料200］

芥(あふた)のカサていあしゆりばまいョ芥のカサという音がしても

木そぎのコロてい動(むゆ)きばまいョ木切がコロと動いても

貴方（う゛わ）ぴあてど足ならびあてどあなたではないか足音ではないかと

驚き居る。ョ 胸をとどろかしているよ

（『宮古民謡選集』３）

［訳］芥がカサと音を立てても、木切れがコロと動いても、あなたではないか、

足音ではないかと、驚いてしまうよ。

(2)待つ辛さ

愛する相手と逢うのは待ち遠しいものである。次の事例は、相手の家に通い、

女性が門前に出て来るのを待っているが、その短い時間も待ちかねる心情を表

現している。待ちかねる苦しさを、航海するときの苦しさと対比し、ほんの短

－１０３－



い時間であっても、愛する女性を待つほうが苦しいと表現する。

［資料201］

ふにがまはらすやぐりふやにゃ－んヨ小舟を走らすのはきつくはない

みちがまはらすやぐりふやにゃ－んヨ小舟を走らすのはきつくはない

あにがまや－いきお姉さん(愛しい人)の家へ行き

あにがまうまちいぬどう お姉さんを待つことが

どうちぃぐりむぬヨー大変苦しいものだ

（『日本民謡大観』３）

［訳］船を走らせるのは苦しくはない、小船を走らせるのは苦しくはない。愛

しいお姉さんの家に行って、お姉さんを待つのがひどく苦しい。

［資料202］

舟がま走らすや－ぐりふやにやん－よ

杉舟走らすや－もつとどく゛りふやにや－ん－よ

姉がま家行き合いぬど

言葉（ものいの）一声合いぬどゆうぐ゛りふやあ－い－よ－

（『西原民謡集』３１）

［訳］小舟を走らせるのは苦しくはない、杉船を走らせるのはそれほど苦しく

はない。愛しいお姉さんの家に行って、言葉を一声聞く間がとても苦しい。

次の事例も、類歌であるが、大海を航海するときの苦しさと対比している。

[資料203］

青潮のばなから青海原の上から

船やぺらしまありまい 船を走らせ廻るのも

ぐりシふァにやん苦しくはない

うわ・たがざうきせお前らの門に来て

うわ゛待つがまのどお前を待つ間が

ときぐれかりやうい よほど苦しいのだ

（『南島歌謡大成Ⅲ宮古篇』「宮古島の歌」たうがね54）

－１０４－



［訳］青潮の上から舟を走らせ回るのも苦しくはない。あなたの門前に来て、

あなたを待つ間がとても苦しい。

［資料204］

荒潮（あらそ）がばなから

舟（ふれ）や走（ぺや）らしよ

廻（まあ）るそまい

苦（ぐり）ふや無（にや）んよ

汝（うわ）たが門（ぞう）居ら）て

かなしャゆ待（ま）つのど

どき苦（ぐり）かりよ

（『註輝曲譜附宮古民謡集』１５）

［訳］荒海の上から船を走らせてまわるのも苦しくはない、あなたの家の門に

いて、愛しい人を待つのがひどく苦しい。

［資料205］

あうすがぱなゆ青潮の上を越えるのも

なぐいゆくいすまい 大波の上を越えるのも

か－フふあにゃ－んによ－い－苦しくはないよ

ううぁたがざうきしあなたの家の門まで来て

かなしやゆまツすどう かなしやを待つのが

どうキく゛りむいよ－とても心苦しいのだ

（『城辺町史』６６）

［訳］大海の上を、荒波を越えるのも苦しくはない、あなたの家の門に来て、

愛しい人を待つのがひどく苦しい。

[資料206］

お－すいばなから

ふにゃぴらしま－イまい

青い海原から

舟を走らせ廻っても
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ぐりシふあにゃ_ん苦しくはない。

っヴぁたがぞ一きい あなたの門前に行って

っヴぁまついがまいどう あなたを待つのは

とぅきいぐりかイヨーイとても苦しい。

（『宮古のフォークロア』「即興歌トーガニ」１５）

［訳］青潮の上から舟を走らせ回るのも苦しくはない。あなたの門前に来て、

あなたを待つ（少しの？）間がとても苦しい。

［資料207］

お－すがばなゆくいすまい 青潮の波を越えるのも

なぐいくいすまい 波を越えるのも

ぐりふにゃんつらくない

うヴぁたがぞ_き－お前達の門まできて

かなしやゆまチすどう 可愛い者を待つのが

どうキぐりかイつらいことだ

（『南島歌謡大成Ⅲ宮古篇』「トーガニ89｣）

［訳］青潮の上を越えるのも、波を越えるのも苦しくはない。あなたの門前に

来て、愛しい人を待つのがとても苦しい。

次の事例は、大海を航海するのではなく、池間島が離島であるため、辛い船

旅には慣れているから、それよりも女,性が表に出てくるのを待つ間が苦しいと

いう歌である。

［資料208］

池間島（いきやますま）や池間島は

いらカコなしよネ恋人よ

いむ越えがまの島やればまいよ海を越えて行く小島であっても

船がまひやらすシばら小舟が通うから

いそがまひやらすシばら磯小く舟〉が通うから

ばやく゛れさにやんよわたしは苦しくはないよ
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うわ゛がざういけお前の門に行き

うわ。まつがまうどお前を待つほうが

ばやぐれしやありよわたしは苦しいことであるよ

（『南島歌謡大成Ⅲ宮古篇』「宮古島の歌」たうがね56）

［訳］池間島は、ねえ愛しい人よ。海を越えていく島なので、舟を走らせるの

は、小舟を走らせるのは、私は苦しくない。あなたの門前に行って、あなたを

待つ間が私は苦しい。

(3)船を頼りに通ってほしい

次の事例は、前に掲げた「通う途中に漕ぎ疲れた体を休める干瀬があればい

いのに」という歌の願いをうけて、それに応答するもので、「舟そのものが体

を休めるものである、舟を頼りにして乗って通っていらっしゃい」と女性の諭

すような、励ますような表現である。

［資料209］

ぱたズじ_やふにがまだら渡る瀬は小舟だろう

ゆくズじ_やみすがまだら休む瀬は御舟であろう

ふにたどうりみすたどうり舟をたどり御舟をたどり

かゆいンみやちよ通っておいでなさい

（『五線譜のあやぐ』７）

［訳］渡り瀬は船であるよ、憩い瀬は小船であるよ、船を頼りにして、小船を

頼りにして、通っていらっしゃい。

[資料210］

ぱたジじゃふにがまだら渡る瀬は小舟であろう

ゆくジじゃみすがまだら休む瀬は御舟であろう

ふにたどうり舟をたどり

みすたどうり御舟をたどり

かゆいんみゃち通っておいでなさい

（『南島歌謡大成Ⅲ宮古篇』「トーガニ85｣）
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［訳］渡り瀬というのは舟がそれである。休む瀬というのは舟がそれである。

舟を頼りにして、小舟を頼りにして通っていらっしゃい。

［資料211］

ばたすしやま－ん渡る瀬は

ふにがまだりやよ小船だよ

ゆくスしや休む瀬は

みすがまだりやよ水巣小（がま）だよ

ふにたどりま－ん舟たどり

みすヤたどり水巣たどり

かゆいんみやちよ－通って参りなさいよ

（『平良市史』トーガニ２）

［訳］渡り瀬というのは舟がそれである。休む瀬というのは舟がそれである。

舟を頼りにして、小舟を頼りにして通っていらっしゃい。

［資料212］

サーヨーイ

渡ず瀬やま_ん

船がまだらよ

休ず瀬や

水巣（みす）がまだらよ、ヨーイ

船たどり

水巣やたどり

通い参ちよ

（『伊良部村史』３２）

［訳］渡り瀬は船であるよ、憩い瀬は小船であるよ、船を頼りにして、小船を

頼りにして、通っていらっしゃい。
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(4)ひたすら通ってほしい

ただひたすら通ってきてほしいと願望する、待つ人の心を強調的に表現した

歌がある。

［資料213］

疲（ぶが）りちやす負（ま）けちや無（にや）まだなよ

た買参（んみや）ち通（かよ）ひ参（んみや）ち我（ばん）が親（おや）よ

（『註鐸曲譜附宮古民謡集』１９）

［意鐸］お疲れもお厭ひもあらせられず、ひたすらに通ってお出なさい我が

いとしの君よ・

［訳］お疲れも気になさらず、嫌にもならないで、ひたすら通ってお出なさい、

我がいとしの君よ・

(5)波を静めて招こう

離れた島にいる女のもとに通うためには、海の荒波が障害になることがある

が、それは自分の愛の力で鎮めるから通ってきてほしいと、待つ女性のがわか

ら表現した歌がある。

［資料214］

ピさらばしぬなぐいがまうば－伊良部と平良の間のなごり（うねり)は

－里ぱしぬあらなンがまうば－－里の間の荒波は

ばがてぃ－しどう わたしの手でもって

ぶなりやがてい－しどう 女の手でもって

なだらきとうむすうでぃ なだらかにしてお供します

（『五線譜のあやぐ』９）

［訳］平良との間の荒波を、－里の間の荒波を、私の手で、乙女の手で、なだ

らかにして、お招きしよう。

[資料215］

ピさらばしぬ

いちりばしぬ

なぐいがまうば

あらなむがまうば

平良の間の波は

－里の間の荒波は
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ばがてぃしどう

ぶなりやがていしどう

なだらきとうむすでい

（『南島歌謡大成Ⅲ宮古篇』「トーガニ86｣）

[訳］平良との間の波を、－里の間の荒波を、

してお招きしましょう。

わたしの手でもって

女の手でもって

なだらかにしてお供します

私の手で、女の手でなだらかに

［資料216］

ピさらぱしぬゆ伊良部と平良の間の

なぐいがまうば－よ－大波は

いちりがばしぬ－里の間の

あらなムがまうば－よ－い_ 荒波は

ばがてぃ－しどう 私の手で

ぶなりやがてぃ_しどう 女の手で

なだらきなだらかにして

うとうむす－でいよ－お供をしよう

（『城辺町史』６３）

［訳］平良との間の荒波を、－里の間の荒波を、私の手で、乙女の手で、なだ

らかにして、お招きしよう。

[資料217］

ぴさらばしぬま_ん

なぐいがまをばよ

いちりがばしぬなぐいがまを}王よ

ばがていしどうま_ん

ぶなりやがていしどう

なだらき

うとむそでよ－

（『平良市史』トーガニ３）

平良との間の

波小（なぐい）をば

一里の間の小波をば

我が手で

彼女の手で

和らげて

お供しますよ
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［訳］平良との間の波を、－里の間の荒波を、私の手で、女の手でなだらかに

してお招きしましょう。

［資料218］

ヤイヤーヤイヤー

ぴぃさらばしぬユーうふなむむばヨー平良との間の大波は

ゆるいばしぬうふぶらぎゆむいヨー佐良浜（地名）との間の大きく

折れる波を

ぱがてぃ－しどうヨーわたしの手で

しるやふぁでい－しなだき－白い柔らかい手で

なだき＿かゆさでぃヨー宥（なだ）めて〔あなたを〕

通わそうと

（『日本民謡大観』３０）

［訳］平良との間の大波を、佐良浜との間の大きく折れる波を、私の手で、白

い柔らかい手で、なだらかにして、通わせよう。

[資料219］

平良ばしのなぐいがまをばョ 平良と伊良部間の波風をば

－里ぱしのなぐいがまをばョ_里道程の波風をば

吾が手しどぶなりャが手しど妾の手もて女の愛の手もて

なだらき通うさでョ なだらかにして通わせましょうよ

（『宮古民謡選集』８）

[訳］平良との間の荒波を、一里の間の荒波を、私の手で、乙女の手で、なだ

らかにして、通わせよう。

(6)秘密（家族への発覚を恐れる）

前出の「二人の関係を家人に知られたくないので、自分が忍んで行く夕暮れ

時には、音の立たない莚の戸を下げて待っていてくれ」と頼む歌に呼応するの

が、次の事例である。鳴らない戸として莚を下げておくようにとの言葉である
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が、それがかなわないので、替わりに着物を下げて待っています、という歌で

ある。

［資料220］

むしろが戸（やど）や下ぎらいにば－よ

音（な）らんが戸や下ぎらいに－ば－よ一

女我が着物（つん）がまうど

女（ぼなり）が着物（つん）にやう下ぎ待ちや_でよ－

（『西原民謡集』３９）

［訳］莚の戸は下げられないので、鳴らない戸は下げられないので、私の着物

を、女の着物を下げて待っていましょう。

(7)抱きたい

松の下で待っているからやってこい、そこでお前を抱こう、という直接的な

愛の表現の歌である。多少語呂合わせ的であるので、笑いの歌かもしれない。

［資料221］

ヤイヤーヤイヤー

松（まつ）が下（した）んな松の下で

待（ま）ちゃ居（う）ら1王よ待っているから

ディキュウディキーティ 出来よう出来ようで

ヤラウが下（した）からヤラウの木の下から

やらしや来（く）ばよやってくるから

汝（ずわ）愛（かな）さいやのティさ－りぬおまえの可愛い人よ

サーリヌーティ サーリヌーティ

カニウ木（ぎ）し羽（ばに）まわし山ぶどうの葉を羽の

ように巻いて

ぶなりやがま女よ

汝（う゛わ）取（とゥ）りや抱（だ）かでィよおまえをとって抱くよ

（『沖縄の民謡』１）

［訳］松の下で待っているから、ヤラウの木の下からやっておいで、お前、愛
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しい人よ。山葡萄の葉を巻くように、乙女よ、あなたを抱こう。

４会う

会う局面の歌は①あなたを見ないと心が休まらない、②外で待っていて、③

気配り、などという心を表現する。

(1)あなたを見ないと心が休まらない

次の事例は、たとえ雨に濡れるようなことがあったとしても、あなたに会わ

ずには気が休まらないという心を表現している。そのような思いで通ってきて、

今会った局面での告白と考えられる。

［資料222］

ぴといやむめ一重は濡れ

わあいやむめばまいやうい うわくは濡れても

うわ。みだなあなたを見ずに

かなしやみだな恋人を見ずには

やすまれんやうい 安心はできない

（『南島歌謡大成Ⅲ宮古篇』「宮古島の歌」たうがね85）

［訳］一重の着物が濡れ、うわくがずぶ濡れになっても、あなたを見ないでは、

愛しい人を見ないでは、心が休まらないよ。

(2)外で待っていて

裏座に忍び込んできた男性にたいして、外で待っていてくれ、父母が寝たら

私も出て行って一緒になろう、という歌である。

［資料223］

むつんないでいまちにしやいがまよ－ざをんないでいまち

にしやいがまよ－あんなとおやとがやすま－ま－ぱ

いでいつつちいぴとみならよ_

（｢伊良部郷士誌』２６）

（大意）
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彼氏に、今暫く道か門に待ってい下さい。父母が床についてから、出て来て

一緒になりますとの意

［訳］道に出て待っていてください、若者よ、門に出て待っていてください、

若者よ。母と父がお休みになったら、出てきていっしょになりましょう。

［資料224］

んつんないで－まち道に出て待っていてくれ

にしゃいがまよ若者よ（二才）

ざおんないで一まち門に待っていてくれ

にしゃいがまよ若者よ

あんなとうやとが 父と母とが

やすままらばお休みになったら

いでってい （わたしが）出て来て

ぴとみなやよ一緒になろうよ（愛しい人よ）

（『伊良部村史』２３）

［訳］道に出て待っていてください、若者よ、門に出て待っていてください、

若者よ。母と父がお休みになったら、出てきていっしょになりましょう。

(3)気配り

次の類歌群は、逢瀬の時を過ごし、帰宅するまでの時間をゆっくり休んで下

さいと、相手に気配りをする女性の気持ちを表現している。通ってきた男性は、

早朝、人目を避けて帰らなければならないが、それまでのしばしの間、寝過ご

すことがないように、鶏や犬が鳴く時が来たら起こしますから、ゆっくり休ん

で下さいと、愛の気配りをしているのである。

［資料225］

とういぬなかばどう－番どりが鳴き出したら

うぐさでぃやりや－よ－起こしてあげるから

いんぬゆぶいば犬が吠えだしたら

うぐさでぃやりや－よ－い－ 起こしてあげるから
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キむゆるしマーン気を許して

ムみやゆるしゆか－まちよ－心を休めてお休みなされ

（『城辺町史』６２）

［訳］鶏が鳴いたら起こしますから、犬が吠えたら起こしますから、心を許し

て、胸内を許して、お休み下さい。

[資料226］

とう－イなかば鳥が鳴いたら

うぐさでぃやりや- 起こしますから、

いんいぶいば犬が吠えたら

うぐさでぃやりや－ 起こしますから、

ムみゆるし胸く心〉を許し

きいむゆるし肝く心〉を許し

にっヴぃうり寝ていなさい。

（『宮古のフォークロア』「即興歌トーガニ」１０）

[訳］鶏が鳴いたら起こしますから、犬が吠えたら起こしますから、胸内を許

して、心を許して、ゆっくり寝ていて下さい。

［資料227］

とうイぬなかば鶏が鳴けば

うぐさでぃやりやよ_起こしてあげますから

いんいぶゆぱ犬が吠えれば

うぐさでぃやりや－よ起こしてあげますから

チむゆるし肝〈心〉を許して

んみゆるし胸を許してく安心して〉

ゆくいうらまてぃ お休みなさい

（『南島歌謡大成Ⅲ宮古篇」「トーガニ19｣）

［訳］鶏が鳴いたら起こしますから、犬が吠えたら起こしますから、心を許し

て、胸内を許して、ゆっくりお休み下さい。
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［資料228］

鶏（とい）ぬ啼かば朝鶏が鳴いたら

起（うぐ）さでやりや－よ起こしてあげよう

犬（いん）ぬ吠（ぶ）いば（朝になって）犬が吠えれば

起さでやりや－よ起こしてあげようよ

肝（つむ）ゆるし、胸（んみ）ゆるし肝心安心して

体（ゆく）いうらまち休んでいて下さい

（『伊良部村史』３８）

［訳］鶏が鳴いたら起こしますから、犬が吠えたら起こしますから、心を許し

て、胸内を許して、お休み下さい。

［資料229］

鶏（とず）の啼かば起さでやりあョ 鶏が啼き出さば起そうほどに

犬（いん）の吠（ぶ）えば起さでやりあョ犬が吠えなば起そうほどに

肝ゆるし胸ゆるし気をゆるし心を安めて

ゆくいうらまちョ お休みなされよ

（『宮古民謡選集』７）

［訳］鶏が鳴いたら起こしますから、犬が吠えたら起こしますから、心を許し

て、胸内を許して、お休み下さい。

[資料230］

鶏（とり）の鳴（な）かば

起（おこ）さでやりヤよ

犬（いん）の吠（ぶ）えば

起（おこ）さでやりヤよ

＃且（きむ）ゆるしマーン

胸（むな）ゆるし体（ゆく）ゆらまちよ

（『註輝曲譜附宮古民謡集』１４）

[訳］鶏が鳴いたら起こしますから、犬が吠えたら起こしますから、心を許し
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て、胸内を許して、お休み下さい。

［資料231］

犬（いん）のlvL（ぼ）えば犬が吠えれば

起（おこ）さでやりやよ起そう

鳥（とり）鳴（な）きがまん鳥が鳴けば

起さでやりやよ起そう

すまりやよ恋人よ

肝（きも）ようろうせよ心許せよ

恩（むめ）ゆるせやすままちよ心を許し休まれよ

かなしやよ恋人よ

（『南島歌謡大成Ⅲ宮古篇』「宮古島の歌」たうがね57）

［訳］犬が吠えたら起こしますから、鶏が鳴いたら起こしますから、恋しい人

よ。心を許して、胸内を許して、ゆっくりお休み下さい、愛しい人よ。

［資料232］

とイぬなかばうぐさでぃやりや 鶏が鳴けば起こしてあげます

いんいゆばいばうぐさでぃやりや 犬が吠えれば起してあげます

んみゆるし胸を許し

キむゆるし心を許して

やすままちお休みなさい

（『南島歌謡大成Ⅲ宮古篇」「トーガニ90｣）

［訳］鶏が鳴いたら起こしますから、犬が吠えたら起こしますから、胸内を許

して、心を許して、ゆっくりお休み下さい。

[資料233］

鶏（どり）の鳴かば起さでやりヤゆ

犬（いん）の吠（ぶ）いば起（うぐ）さでやりヤゆ

肝ゆるし胸（んに）ゆるし寝（ゆく）ゆらまちよ
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（『宮古史伝』７）

［訳］鶏が鳴いたら起こしますから、犬が吠えたら起こしますから、心をゆる

して、安心して、休んでください。

［資料234］

鳥鴫つがまんな起かさでやらよ

犬（いな）吠（ぼ）いがまんな起かさでや－りやよ

女よ_い肝やゆるまし〔胸〕（んみ）やゆるまし一

ゆくゆらま－ち－よ－

（『西原民謡集』４０）

［訳］鶏が鳴いたら起こしますから、犬が吠えたら起こしますから、心を緩め

て、胸内を緩めて、お休み下さい。

［資料235］

犬（いん）のＩ】孔（ぼえ）ば

起（おこ）さでやりやよ

鳥（とり｡）鳴（な）ぎがまん

起さでやりやよ

すまりやよ

肝（き・劫ようろうせよ

恩（［む］（ん）め）ゆるせやすままちよ

かなしやよ

（田島利三郎『宮古島の歌』５５）

［訳］犬が吠えたら起こしますから、鶏が鳴いたら起こしますから、愛しい人

よ、心を許して、胸内を許して、お休み下さい、愛しい人よ。

５離れていく

離れていく局面の歌は離れていく辛さを表現する。逢瀬を過ごして帰るとき、

相手のもとを離れることが堪えがたくて、今夜にもまた逢いたいとか、愛しい
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女`性の体を離れがたいとか、生爪が剥がれるように心が痛むなどと離れていく

心情を表現する。

(1)離れていく辛さ

次の事例は、女性と別れていくのが辛く、早速、今夜にでも逢って遊びたい

と訴えている。離別の時点でもう次の逢瀬を思っているのである。

［資料236］

ぬき－はいぬぐりさがま退きはいく別れ〉の苦りさよ

はなり－はいぬぐりさがま離れることのつらさよ

あちやがゆ－んかい 明日の夜にでも

にーかがゆ－んかい 夜更けにでも

きしやあシばでぃ 来て遊びましょう

（『南島歌謡大成Ⅲ宮古篇』「トーガニ31｣）

［訳］退いていくのが苦しい。離れていくのが苦しい。明日の夜にでも、夜更

けにでも来て遊びましょう。

次の事例は、体を絡めて共寝をした女性が愛しくて、その体から離れていけ

ないと、離別の、辛い心情を訴えている。これも離れていく辛さを表現した歌

である。

［資料237］

あたらきぬしらうでいまくら大切な白腕枕

しらうでいまくらい白腕枕

ゆらいぬまたがま手足をからませて

なうちやじどう 何と言っても

いかちやジどう 如何言っても

ぬきやＩまらでいが 別れて暮らせようか

（『南島歌謡大成Ⅲ宮古篇』「トーガニ30｣）

［訳］大切な白い腕枕、絡ませた股を、なぜどのようにして退いていけようか。
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次の事例は、愛しい女から離れていく辛さを、生爪が剥がれるほどであると、

比噛を用いて心の痛みを訴えている。最初の事例は、いわゆる「後朝の別れ」

であるが、後の二例は、破綻の別れとも解釈できる。

［資料238］

なまじや－かんうきこのような暁に起きて、

っヴぁとうばなりびイすやあなたと離れていくのは、

なまジみぬ生爪が

んぎばなりばしやくどううむ－剥がれていくようにつらい。

（『宮古のフォークロア』「即興歌トーガニ」１１）

［訳］暁に起きて、あなたと離れていくのは、生爪が剥がれるほどに心が痛む

よ。

［資料239］

ウう゛あとうゆばなりばあなたと離れるのは

いらゆ－かなしや－よ－ねえカナシヤよ

かなしゃとぅばなりゆ－ば－カナシヤと離れるのは

なまズみがまいよ－い－ 生爪が

にくばなりす－だき肉離れするほどに

あてぃかなスかりばとても痛くて悲しいことなので

ばなりやしらるんによ－ 離れることはできないよ

（『城辺町史』６４）

［訳］あなたと離れるのは、ああ愛しい人よ、愛しい人と離れるのは、生爪が

肉から離れるほどに、とても悲しいので、離れることはできないよ。
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お前とああ離れることは

可愛い者と離れることは

生爪が肉と

離れるほどに

－１２０－



しやくどううむ－いたく思っていることだ

（『南島歌謡大成Ⅲ宮古篇』「トーガニ93｣）

［訳］あなたと離れると、愛しい人と離れると、生爪が肉と離れるほどに心が

痛むよ。

第三節愛の葛藤

関係が成立している状況にあっても、恋愛をめぐる問題は複雑であり、平穏

な状態よりもむしろ葛藤状態におかれることが多い。琉歌などではこの領域を

表現した歌が数多くみられる。だが、愛の葛藤を表現したトーガニは意外と少

ない。①評判、②対立などの表現があるのみである。

１評判

次の二例はセットである。前の歌は「あなたを見ようとしたために、夜中も

真昼も出回る人だという評判が立っている、遊び人と評判されているのが辛い」

と訴えている。それに答えて、後の歌は「夜中も真昼も出回る人だと言われて

もいいじゃないか、そう評判を立てる人と結婚するわけではないのだから」と

慰めている。世間の評判が愛の葛藤の原因を成している歌である。

[資料241］

ウヴあみ_でいぬ

ツみや－がまんどうよ－

かなしやゆみ－でいぬ

ツみや－がまんどうよ－い－

ゆなかまりや－ていまい

さなかゆま_リやてい－

あイありにや－んによ－

ばや－よ－私は

（『城辺町史』７８）

あなたを見たい

ために

カナシャを見たい

ために出歩いて

夜の遊び人だと

真昼の遊び人だと

言われてしまったよ
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［訳］あなたを見ようとしたために、愛しい人を見ようとしたために、夜中回

る人と、真昼出回る人と、評判になっているよ、私は。

［資料242］

ゆなかまりや－ていまい 夜の遊び人だと

あイぁばムつあよ－言われてもいいじゃないか

さなかゆま－リやてぃ 真昼の遊び人だと

あイぁばムつぁよし｡_ 言われてもいいじゃないか

あイそ-とうぬま－んそう言った人と

ゆムそ－とうぬゆそう詠んだ人と

どうゆむたでいぬよ－所帯を持つわけではあるまい

（『城辺町史』７９）

［訳］夜中回る人と言われてもいいじゃないか、真昼出回る人と噂されてもい

いじゃないか、そのように言う人と、評判を立てる人と、所帯を持つわけでは

あるまいに。

２対立（主張と反論）

相愛の関係が成立しているぱあいでも、相手の愛を疑うことがある。次の二

例はセットである。前の歌は、相手の女性にたいして「あなたを疎かにしてい

ない、愛している」と主張するが、後の歌は、男性の主張にたいして「あなた

は私を疎かにしている」と反論している。だが、まだ破綻の段階ではない。

［資料243］

雨小（あめがま）の小雨が

みたれたれ降ればまい ちょいちょい降るけれども

いつがいついつの日か

うわ゛が家（や）よあなたを

あましみいりがやうい 疎んじたことがあるか

（『南島歌謡大成Ⅲ宮古篇』「宮古島の歌」たうがね87）

［訳］雨が降った時でも、どんな時でも、あなたの家に通うのをおろそかにし
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たことはなかったよ。

［資料244］

あまさんちいのあんさでの御無沙汰せぬというのか

つやなげんちいのあんさでの離れぬというのか

あますのど御無沙汰が

つやなげのど離れることが

おふかりやうし。 多いことだ

（『南島歌謡大成Ⅲ宮古篇』「宮古島の歌」たうがね88）

［訳］私の家に通うのを、おろそかにしないというが、うち捨てないというが、

実はおろそかにすることが、うち捨てることが多いよ。

３眠い罪はあなたが被れ

次の事例は「眠（に）うた目罪がま・苦（く）ゆた眠罪がま」の意味がはっ

きりしない。睡眠不足の辛さをいうのか、あるいは共寝の露顕をいうのかわか

らない。いずれにせよ、この罪は男であるあなたが被れというのである。

［資料245］

眠（に）うた目罪がまや貴男かぶりよ

青年（にせい）やがまよ_

苦（く）ゆた眠罪がまや貴男かぶりよ

青年やがまよ六月日照（ひやい）の

らん傘がまう力】うにやん

あみか－ぶりよ｝こせいがま－よ

サーヨーイ

（『西原民謡集』４２）

［訳］眠った罪はあなたが被れ、若者よ、苦しい眠りはあなたが被れ、青年よ。

六月の日照りの頃、洋傘を被るように、罪を浴びるほど被れ、若者よ。
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第三章関係の破綻

破綻の局面の歌は①未練（愛を断ち切れない)、②未練（今でも自分の恋人

だと思っている)、③未練（成す術がない)、④素知らぬ顔をするな、などとい

う心を表現する。

１未練（愛を断ち切れない）

破綻が決定的になった状況においても、なお未練は残る。あなたと共寝をし

た床が明日からは他の女のものになるかと思うと辛い。二人抱き合ったときの

思いがよみがえり、断ち切ることができない。未練の歌である。

［資料246］

うう゛あとうゆばんとうが あなたと私が

にウたいゆかにがままいよ－一緒に寝た床も

あつあがゆ－からや明日の夜からは

ピとうだみならでいってぃ他の女のものになるかと

うむいばどう 思うと

うむいばていていやしらるん思いきることはできない

ウう゛あとうゆばんとうが あなたと私カゴ

かふぅだキくくるいよ－抱き合ったその心が

（『城辺町史』７３）

［訳］あなたと私が寝た床も、明日の夜からはよその女のものになるかと思う

と思い切ることはできない、あなたと私が抱き合ったその心が。

２未練（今でも自分の恋人だと思っている）

次の二例はセットである。前の歌は、他人の嫁になった女`性にまだ未練を残

す男の心情を表現している。それに応答する形で、後の歌は、他人の嫁になっ

ても心は変わらないが、あなたとどのように付き合っていけばよいかわからな

い、ととまどいの心情を表現している。ともに未練を残してはいるが、両者の

心情には隔たりがある。
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［資料247］

ひとがてぃ－んないきゆらばまい 人の手に行（渡）っても

よそがてぃ＿んななりゆらばまいよ－他人の手になってからも

ばんがむてぃだらてぃどう わたしのものと思っていた

にしゃやがむてぃていどぅ 男のものだと

うむいやうイよ－思いはしている

（『南島歌謡大成Ⅲ宮古篇』「トーガニ38｣）

［訳］他人の手に渡っても、他人の嫁になっても、私のものだと、青年のもの

だと思っているよ。

３未練（成す術がない）

［資料248］

ひとぅがてぃ_んな人の手に

いきからよ－行ってからも

よそがてぃ－んな他人の手に

なりから－よ－なってからも

ばがチむや_わたしの心は

ぶなりやがんみ－やよ－女の胸は

かわいていやにゃ－んよ－変わるということはない

いじゃまいかわらんシが どこも変わらないが

またなオひらいでいが また何もできない

（『南島歌謡大成Ⅲ宮古篇』「トーガニ39｣）

［訳］他人の手に渡っても、他人の嫁になっても、私の心は、女の胸内は変わ

ることはないよ。少しも変わらないが、しかしどう付き合えばよいのでしょう

か。

４素知らぬ顔をするな

『城辺町史』は「あなたとは別れたから、もう他人だと思って、素知らぬ顔

で歩くな。人は別れたあとに、恋しさはますます募るのだ。男女の別れ歌｡」
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と説明する。破綻後の付き合い方の一端を示した歌。

［資料249］

サーヨーイーサーヨーイー

ぴらばピとうま－んていぬ別れたからもう他人だと

ま＿イな素知らぬ顔で歩くな

イラヨー ねえあなた

ぬかばしきんにゆていぬ退いたからもう世間の人だと

ま_イなよ－い－ 素知らぬ顔で歩くな

ピイがなかどうゆ別れたあとに

ぬキがなかどう 退いたあとに

かなスかりや＿よ＿恋しさはますます募るのだ

（『城辺町史』８７）

［訳］別れたからもう他人だと、素知らぬ顔で歩くな、離れたから世間の人だ

と、素知らぬ顔で歩くな。別れた後こそ、離れた後こそ、愛しいよ。

［付記］

歌詞を引用するに際して、原典の歌詞と対訳をそのまま掲げたが、それとは

別に、筆者による［訳］を追加した。歌詞の解釈が原典とは異なることを示

すと同時に、分類の根拠をも示すことになると考えたからである。
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玉城政美先生を悼む

2009年１月17日、玉城政美先生が亡くなられた。この『日本東洋文化論集』

第十五号に発表した論文「トーガニ〈恋歌〉の分類」が先生の最後の論文となっ

てしまった。初稿が出た時には既に体調を崩されており、先生自ら校正を行う

ことができなかった。そのため、原稿の校正は前城淳子が行った。誤字や脱字

を訂正するにとどめたが、論文に引用された資料の全てについて、原典に戻っ

て確認することが出来なかった。お許し願いたい。

先生は科学研究費の補助を受けて、平成12～15年度に「奄美沖縄諸島におけ

る儀礼歌謡の収集・研究とデータベース化｣、平成16～19年度に「沖縄県宮古

諸島における儀礼歌謡の収集・研究とデータベース化」というテーマで、儀礼

歌謡の収集と研究をなさっていた。奄美諸島、沖縄諸島、宮古諸島が終わり、

八重山諸島を残していた。定年退職するまでの残りの4年間を、故郷である八

重山の歌謡の収集と研究にあてるはずであった。

12月に病状が悪化し再入院する直前まで、先生は八重山歌謡のデータベース

化を進めておられた。玉城ゼミの卒業生が残していった八重山歌謡の資料を整

理して、活用できるようにしたいと思っていらしたようである。また、沖縄国

際大学の高橋俊三先生と一緒に取り組んできた「宮古歌謡語辞典」に八重山の

歌謡語彙を加えて、「宮古・八重山の歌謡語辞典」を完成させたいともおっしゃっ

ていた。

多くの人が利用しやすいかたちでテクストを作成すること。そしてそのテク

ストを正確に理解するために必要な索引や辞書を整えること。いずれも膨大な

時間と労力とを必要とする仕事である。玉城先生は最後までその仕事を続けて

いらっしゃった。そして、私たちにその成果を惜しげもなく与えてくださって

いた。

こうしたデータベース化の仕事の一方で、琉球列島に伝承された歌謡一つ一

つについて、歌謡の内的特徴（主題や理想、構成、表現手段など）による分析

を行い、その結果をまとめる仕事も進めてこられた。歌謡の形態や歌われる場、

歌唱者の性格などの外的な特徴とあわせて、琉球の歌謡を、１．儀礼歌謡、２．



物語歌謡、３．歴史歌謡、４．杼'情歌謡の四つに分類し、論文にまとめている。

先生はこの論文を琉球文学概論の講義のテクストとして使われていたが、毎回

修正を加えておられた。－冊にまとめて出版してはどうかと勧めたこともある

が、「まだ手直しが必要だから」となかなか首を縦に振らなかった。

病院のベッドの中でも、琉球文学研究のことが頭から離れなかったようであ

る。お見舞いに伺うと、以前発表した論文「トゥバラーマ〈恋歌〉の分類」と、

今回紀要に発表した論文「トーガニ〈恋歌〉の分類」をまとめて『南島の杼`情

歌』として出版したらどうだろうかと力]、今ならもっとうまく書ける気がする

などと楽しそうに話しておられた。

先生の研究に対する真蟄な姿勢からは学ぶところが大きかった。その瓢々と

した人柄は、多くの学生達から慕われていた。再び健康を取り戻され、研究会

を開くことを願っていたが、帰らぬ人となられた。今はただ、先生のご冥福を

祈るばかりである。

（本稿は2009年１月23日付『琉球新報』に掲載された追'悼文に加筆したもの

である｡）

（琉球大学教員前城淳子）


